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「計算センターの思い出は、私にとってセンター
の歴史の一部である。計算機センターが改組拡充さ
れ、情報処理センターに飛躍的発展した今、ここに
書く機会を与えられたことは大変ありがたく思う。
現在と比較すれば、計算センターはささやかなもの
であったが、当時は皆さんが懸命であった。計算セ
ンター発足以前から長年に渡って、多くの方々に多
大のご協力を頂いたことを感謝しつつ、この一文を
記すことにする。」と、初代センター長を６期12年
間務めた田中専一郎文理学部教授は、「計算セン
ターの思い出」（富山大学計算機センター「年報」
第９号、1985年、48頁）の中で書き出している。昭
和40（1965）年に「富山大学計算センター」が発足
してからの最初の12年間は、世に先駆けて大学がコ
ンピュータ社会をリードしてきた時代であり、田中
センター長が全精力を注ぎ込んで富山大学を世界の
コンピュータ社会へと導いた時代であった。
沖電気製ＯＫＩＴＡＣ5090―Ｃ型コンピューティン
グ・システムが設置され、多くの研究者がコンピュー
タのＡＬＧＯＬ（ALGOrythmic Language）言語のプ
ログラミング講習会を受け、コーディングを懸命に
習得し、計算を試みた。後に電気通信大学から
ＦＯＲＴＲＡＮコンパイラが移植され、学生の多くは
ＦＯＲＴＲＡＮ言語を利用するようになった。
昭和49（1974）年３月、第２世代コンピューティ
ング・システムとして富士通製のＦＡＣＯＭ230―45
Ｓシステムが導入され、新しいセンターの建物660
平方メートルが完成した。ＯＳ（Operating System）
を有する初めての汎用コンピュータであった。それ
までの紙テープから80欄紙カードによるプログラム
へと移行し、コーディング、デバッグの能率が格段
に向上した。
その後、情報処理センターが設置されるまでの８
第１節　歴代センター長の足跡
年間は、計算機の中心的な役割を果たすべく、計算
機センター（Computer Center）と改称した。
昭和52（1977）年５月に就任した第２代センター
長の四谷平治工学部教授は、計算機システムの増強
を図り、計算機利用のための様々な改良を実現し、
高岡と富山の距離を克服しながら工学部の学生をは
じめとするプログラミング演習を実現した。この時
期は利用者サービスとシステム開発に試行錯誤を重
ねた時代であった。
昭和59（1985）年11月、第３代センター長の川井
清保理学部教授の献身的な努力により情報処理セン
ターが設置された。富士通製の汎用大型コンピュー
タが導入され、建物が増築された。対話型処理シス
テムによるデータ処理の幕開けであり、Ｎ―１プロ
トコルの大学間ネットワークにより全国的なコミュ
ニケーションが可能となり、研究者のためのデータ
処理環境は格段に向上した。ちょうど工学部も五福
キャンパスに移転を開始し、構内に光ファイバー通
信網を敷設して、研究室から情報処理センターの計
算機が利用できるような環境を実現したのであっ
た。富山に居ながら全国７つの大型計算機センター
が利用できるようになったのである。
平成元（1989）年、第４代センター長の八木寛工
学部教授は、第４世代計算機システムとしてＩＢＭ
製のメインフレーム・システムと300台のパーソナ
ル・コンピュータ（ＰＣ）を導入し、これらのシス
テムをトークン・リング型のＬＡＮ（構内通信網）
を敷設して接続し、対等通信を実現した。さらに、
国際学術ネットワークＢＩＴＮＥＴにも加入して、
全世界との電子メール、メッセージ交換、ファイル
転送を実現した。ここに富山大学は、国際社会に仲
間入りし、深い雪国のハンディキャップを解消し
た。
平成５（1993）年３月、第５代センター長の山淵
龍夫工学部教授は、インターネット・バックボーン
（ＳＩＮＥＴ：Science Information Network）への接続
第１章　沿　　革
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を行い、ハイ・パフォーマンス・コンピュータを設
置して、高速科学技術計算サービスを開始した。同
年５月、国際入札により情報システムを調達し、一
般情報処理教育として、教養教育基礎共通科目「情
報処理」を開始した。平成６（1994）年３月には光
ファイバー網の敷設によりＦＤＤＩ高速基幹ＬＡＮの
設備とトークン・リングＬＡＮ、イーサネットの支
線ＬＡＮ設備、1,200カ所におよぶ情報コンセントを
設置して、インターネットへのＰＣの接続環境整備
を行った。このころ、インターネットではＷＷＷサー
ビスが急速に普及し、国内インターネット・バック
ボーンのＳＩＮＥＴ幹線網の回線速度を1.5Mbpsへと
引き上げを実施し、スムーズなインターネット・サー
ビスが開始された。平成７年度に、山淵センター長
はＡＴＭ（Asynchronous Transfer Mode：非同期通信
モード）ネットワーク・システムによる基幹ＬＡＮ
の高速化、マルチメディア情報システムの導入を行
い、教育・研究環境を飛躍的に改善するとともに、
省令施設としての総合情報処理センター設置を実現
させた。
平成８（1996）年５月、総合情報処理センターが
設置され、第６代センター長（初代総合情報処理セ
ンター）に就任した桂木健次経済学部教授は、省令
施設としてのセンターの規則類を整備するととも
に、平成９（1997）年２月から第６世代コンピュー
ティング・システムを設置し、その運用を始めた。
また、平成８年度の補正予算で建物の増築が認めら
れ、４階建てのマルチメディア・ビルが平成９年12
月に竣工した。平成10（1998）年３月には竣工記念
式典を挙行し、４月から新しい建物でのサービスを
開始した。
平成10年５月、第７代センター長に就任した山西
潤一教育学部教授は、来るべき21世紀に向けて、マ
ルチメディア情報システムの整備、各種データベー
ス・システムによる情報提供サービスおよびＷｅｂ
をプラットフォームとする情報システムの開発整
備、ホームページ・コンテンツの整備充実を図るた
め、全精力を注ぎ始めている。
昭和38（1963）年の初めころ、本学にも電子計算
機を設置したいという要望を、何人かの教官が持っ
ており、最も熱心に主張したのは工学部の故長元亀
久男教授であった。当時から全学の五福地区への集
中を予想し、文理学部、経済学部のことを聞き入れ
て、全学共同施設として計算研究センターを設置し
たいとの考えをもっていた。昭和38年といえば、薬
学部が五福へ移転した年であり、その前年に文理学
部が五福へ移ったころである。文理学部の田中教授
はそのころすでに富山県立大谷短期大学の計算機を
借りて、数学科のプログラミングの指導をしていた。
長元教授は何度も田中教授を訪ね、流体力学と電
磁気学における数学の共通性が他の分野にも多くあ
ること、入力と出力を与えてブラックボックスの仕
組みを解明する、いわゆるシステム工学が普及し、
工学における数学もやがて変化し、それに伴い計算
量が加速度的に増加するので、電子計算機が是非と
も必要であることを主張していた。
経済学部の横山祺静教授は、ハードウエアにも精
通し、いくつかの素子にも興味をもっていた一人で
あった。もちろん工学部の教授の中には計算機に詳
しい人が多かったのは言うまでもなかった。
長元教授は各学部を廻り、学部長の了解を得て、
昭和38年７月、本学に電子計算機の予算を付けても
らうことを目的として、第１回計算研究センター設
立世話人会の開催を実現した。文理、教育、経済、
工の各学部からの委員と事務局長、川島会計課長補
佐が出席し、世話人幹事には長元教授が選出された。
概算要求の甲斐があり、昭和39年度の予算として
3,300万円が付いた。したがって第２回以降の世話
人会の目的は、センターの建物と文部技官、プログ
ラマー、パンチャーの定員を要求することに変わっ
た。また、プログラム研究会を設けて、計算機メー
カーの推薦機種の説明会を開催することが当面の目
標になった。
昭和39（1964）年に入って、評議会の承認を得て
電子計算機室設立準備委員会が設置された。この委
員会の目的は、本学に設置する計算機の機種選定と、
第２節　本学最初の電子計算機の
導入まで
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計算機を設置する建物の位置と設計図を決定するこ
とであった。本委員会の委員は次の構成であった。
［文理学部］渡辺義一、田中専一郎、
片山龍成、児島　毅
［教育学部］澤泉重夫、松島周従
［経済学部］三国一義、横山祺静
［薬 学 部］山崎高応、榎本三郎
［工 学 部］長元亀久男、四谷平治、
井上　浩、若林嘉一郎
［事 務 局］菅沼　隆＝事務局長
［幹　　事］中原良二＝会計課長
計算機の機種選定は、次の５機種を対象として行
われた。
富　士　通　ＦＡＣＯＭ 231
日立製作所　ＨＩＰＡＣ 103
日 本 電 気　ＮＥＡＣ 2230
沖　電　気　ＯＫＩＴＡＣ 5090―Ｃ
東　　　芝　ＴＯＳＢＡＣ 3400
これらの機種について、ハードウエア性能とソフ
トウエア機能の両面から比較検討され、ベンチマー
ク・テストが実施された。最終決定は昭和39年６月
20日の委員会で、ＯＫＩＴＡＣ5090―Ｃと決まった。
本体および入出力装置すべてが沖電気製で、磁気テー
プ装置が３台あり、納入実績が50台と多く、稼働状況
も比較的好評であったことが、選定理由であった。
センターの開室式は昭和40（1965）年４月15日、
長元委員長の挨拶、横田学長がスタート・ボタンを
押し、正式稼働となった。当時の新聞にもこの日の
ことが大きく報道され、富山県にとっても一大イベ
ントであったことがわかる。出席者には、ラインプ
リンタ装置から打ち出された富山大学の校章が配ら
れ、コンピュータが計算以外にも、比較的速く印刷
できるなど意外であったとの話も出たほどである。
これ以降、センターの運営委員長は長元教授と四
谷教授が、また、センター室長は田中教授が12年間
務められた。（富山大学計算機センター「年報」第
９号「計算センターの思い出」1985年、48～50頁から）
田中教授こそは、計算センターを創設し、富山大
学を一流のコンピュータ社会に育て上げた功労者で
ある。正に「富山大学のコンピュータの父」であっ
た。その田中教授に対し、1998年11月３日（火）、
勲三等旭日中綬章が送られた。
計算センター発足当時の職員は、文部技官の林有
一（現金沢学院大学教授）と技術補佐員の高塚ノブ
子（旧姓石黒、現富山コンピュータ専門学校講師）
氏の２人であった。林技官は数値解析的素養とプロ
グラミングに特別な才能を有し、利用者へのプログ
ラム相談、指導に専念した。高塚技術補佐員は先生
方からプログラムの依頼を受けると睡眠時間を惜し
んでもコードを書いて来るという、正に献身的な技
術者であった。また、このころ利用者からの紙テー
プのパンチ・サービスも行っていたが、指がしびれ
る、いわゆる腱鞘炎が出たため、パンチ・サービス
は止めることになった。この職業病については昭和
41（1966）年７月７日の「北日本新聞」に、パンチ
ャー病として報道されている。彼女のキー・パンチ
第３節　計算センター
発足当時から中後期
「北日本新聞」（昭和40年４月15日付）から転載
開室式で配布されたコンピュータ出力の校章
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を見た人はわかるであろう、プロのパンチャーの姿を。
昭和42（1967）年４月、林技官の文理学部転出に
伴い、２代目技官として岡田勝二（現日立コンピュー
タ・コンサルタント株式会社）氏が赴任した。岡田
技官はフローチャートを上手に書き、ドキュメン
テーションも当然しっかりしており、利用者へのプ
ログラム相談、指導も親切であったと、初代田中セ
ンター長の評価は高い。岡田技官が昭和45（1970）
年10月、日立に移り、その後に事務補佐員として広
田吏子氏が赴任し、オペレーターと事務の仕事を担
当した。
コンピュータの保守については、買い取り価格の
４％（年間約150万円）が支払われ、沖電気からは
五十嵐隆雄氏が常駐していた。五十嵐氏は機械の保
守はもちろんのこと、アセンブラ・プログラムのデ
バッグが大変上手で、本学の研究者のプログラム・
バグを素早く発見するなど、大変な支援を頂いたと
田中センター長は記述している。その後保守員の常
駐はなくなり、森清氏、古木正一氏等が週１回の定
期保守に派遣されるのみとなった。ＡＮＤやＯＲな
どの論理回路基板の交換、紙テープ・リーダーの調
整、テスト等、およそ今日では考えられないような
保守作業を毎週１回10時間位かけて実施していた。
大学紛争中を除き、ＯＫＩＴＡＣ―5090Ｃ型コンピ
ュータは実によく稼働し続けた。特に工学部の利用
は80％を超え、夜間のオープン利用が毎日のように
行われていた。通称準備室の２つのソファーは折り
倒すとベッドに早変わりし、宿泊用の毛布や布団が
準備されていた。この計算センターで徹夜しながら計
算した学生や大学院生は数十人に達するであろう。
計算需要の増大に反比例して、演算回路に使用さ
れているトランジスタ素子は古くなり、時々誤動作
をするようになったため、演算回路のオーバーホー
ルを実施する一方、次期中型電子計算機の導入のた
めの概算要求も進められた。
また、全国７つの大型計算機センターではプログ
ラミング言語としてＦＯＲＴＲＡＮが使用されてお
り、本学でもＦＯＲＴＲＡＮ（FORmula TRANslator）
を使用したいという要望が高まった。昭和48（1973）
年２月、本学と同機種を持つ電気通信大学の計算セ
ンターからＦＯＲＴＲＡＮ 3000Ｅコンパイラを移植
し、その後、開発者の斉藤栴朗助手、木村耕三講師
の２人を招待して講演会を開催し、ＦＯＲＴＲＡＮプ
ログラミングの普及を図った。昭和48（1973）年
以降、プログラミングの中心言語はＡＬＧＯＬから
ＦＯＲＴＲＡＮに移行していった。現教育学部教授の
大森克史氏らがこのＦＯＲＴＲＡＮを使った最初で最
後の学生であった。
昭和48年度の概算要求で中型計算機システムの購
入費7,650万円と建物増築の予算が付いた。これに
学内の協力を得てさらに500万円を調達し、計8,150
万円の予算で、翌1974年３月に富士通製ＦＡＣＯＭ
230―45Ｓコンピューティング・システム一式を設置
した。
このシステムの導入に当たっては日立製のＨＩＴＡＣ
8350システムと日本電気製のＮＥＡＣ2200―375シス
テムの３機種でシステム選定を行った。田中セン
ター長は工学部の井上浩教授と２人、前年度に新潟
大学に導入されたＨＩＴＡＣ8350システムを見学し、
問題点の調査や演算速度の比較調査を行った。さら
に、富士通、日立、日本電気の３社に出向いて、演
算速度をはじめ様々な調査を行った。当時の機種選
定では各社の提案に更に要求要件を突きつけ、最終
的に本学の追加要求を飲んだ富士通の230―45Ｓシ
ステムが選定された。富士通のシステムはＸＹプロ
ッターと演算速度で日立に優れ、磁気ディスク装置
が２台（58メガバイト×２＝116メガバイト）、主記
憶容量は160キロバイトから192キロバイトに引き上
げられた。紙テープ装置では、ＯＫＩＴＡＣからの
変換プログラムを開発させ、納入させた。この機種
選定では、当時の運営委員長であった四谷平治教授
や野村経理課長の努力に負うところが大きかったと
田中センター長は回想している。
また、建物については、金沢大学の計算機センター
を見学し、運用上の問題点を十二分調査して設計さ
れた。新規増築は662.85平方メートルで、鉄筋２階建
ての堂々とした建物であった。後に金沢大学から職
員の見学があったほどであった。ただし、この年は
皆さんも経験あるであろう「オイルショック」の年で
第４節　中型計算機の設置と
計算機センターへの改組
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あり、計算機室にコンピュータを搬入する段になっ
ても、計算機室のみしか完成していないような状況
であった。世の中からトイレット・ペーパーが消え、
コンピュータの印刷用紙（連続用紙）も調達に半年く
らい掛かり、なかなか手に入らなかった。デバッグ用
のプリント・アウトには使用済みのプリンター用紙
をセロテープで貼り付けて裏側を再利用した。
ＦＡＣＯＭ230―45Ｓはこれ以降、本学の計算需要
に応えるべく様々な増強を行い、1984年に引退する
まで、約10年にわたって稼働し続けたのである。
名古屋大学大型計算機センターからのＸＹプロッ
ター・シザリング・ルーチンの移植、入力エラーを
無くし、スムーズなマーキングを目指したＦＡＳＴ
マーク・カード入力変換プログラム、工学部の加川、
山淵らが開発したＦＥＰＡＣＦ（音響問題有限要素
法解析パッケージ）、東大の荻野綱男氏から提供頂
いたＧＬＡＰＳ（方言調査分析パッケージ）の移植、
化学科と共同で開発したＣＩＲＴ（富山大学化学文
献検索システム）や富山大学独自で開発収集した科
学技術計算サブルーチン・ライブラリＣ―ＳＳＬ１
など、アプリケーション・ソフトウエアの拡充整備
に力を注ぎ、利用者サービスとシステムの効率的運
用に改善を重ねた時代であった。
1984年11月、それまでの計算機センターが改組さ
れ、「情報処理センター」が設置された。コンピュー
タのレンタル料予算として月額650万円、年間7,800
万円が付くことになった。この時、情報処理セン
ター建物の資格面積950平方メートルの不足分290平
方メートルの増築予算が認められ、計算機室とオー
プン入出力室を増築した。それまで使用していた計
算機室を第３端末室（156平方メートル）として実
習用端末室に改装し、日本語クラスター端末51台を
設置した。本格的なＴＳＳ（Time Sharing System）
時代の到来に対応するため、３つの大型コンピュー
タ端末室を設置した。日本語グラフィック・クラス
ター端末51台を設置した大学は、国内初めてとあっ
て、東京大学教育用計算機センターからの見学があ
ったほどである。また、初めてレーザー・プリンター
第５節　情報処理センターの設置
上に日本語が印刷できるようになった。ＸＹプロッ
ターに代わって、レーザー・プリンター上にグラフ
の印刷もできるようになった。ＩＢＭのＭＶＳと互
換性を有するＯＳⅣ／ＭＳＰなるＯＳ上で、リモー
ト・バッチ、ＴＳＳの使用が可能となった。自動電
源制御装置と温湿度煙感知器の設置で、電源投入・
切断の自動化を行い、24時間運転もできるようにな
った。巨大なメモリを必要とする計算が仮想記憶上
で実現可能となり、ＣＰＵ使用時間無制限の計算ジ
ョブ・クラスも設けられた。ここに、京都大学や東
京大学と同じ計算環境を実現したのである。大型計
算機センターを含め、国立大学で32番目の情報処理
センターの設置であった。
この年、工学部が五福移転を開始し、各研究室に
は情報コンセントが初めて設置された。1984～85年
に初めて構内光ファイバー網を敷設した。時分割多
重型の構内ネットワーク（ＦＡＣＯＭ 2883光デー
タ・ハイウェイ）と21カ所に光ノードを設置し、各
ノードから研究室へ専用ケーブルで接続し、ターミ
ナル・アダプターを経由して、情報処理センターの
コンピュータが使用できるようになったのである。
第４世代情報処理システムは国際入札により調達
することが義務づけられた。 昭和63（1988）年10
月、日本アイ・ビー・エム株式会社の提案したＩＢＭ
3081 ―ＫＸ４メインフレーム・システムを中心に、
ＰＣ295台、トークン・リング方式ＬＡＮ設備と図書
館情報システム一式を含む情報システムを設置し
た。月額レンタル料は820万円で、ＰＣの研究室へ
の貸出と学内経費による補 で、この巨大な情報シ
ステムを運用することになった。情報システムの
ＯＳが富士通のＭＳＰからＩＢＭのＶＭに変更となる
ため、その移行作業は11月から開始された。図書館
情報システムはＩＬＩＳ／ＭからＤＯＢＩＳ／Ｅへ移
行するため100人／月の人材と経費が費やされた。
多くの研究者は「変えることによって得られるメリ
ットと、変えないことによって失うシステムの機能
と夢」を秤に掛け、前者を選択した。職員学生の積
極的な協力の下、富士通からＩＢＭシステムへの移
第６節　富士通からＩＢＭへの移行
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行は、４カ月間大型コンピュータを併設する中で無
事終えることができた。各部局にはサテライト端末
室が設置され、ＰＣ端末装置とレーザー・プリンター
が配置された。また、理学部と工学部には大型コン
ピュータ用のカット紙両面印刷プリンターが設置さ
れ、24時間使用できるようになった。研究室からは
トークン・リングＬＡＮまたは同軸ケーブルでＰＣ
が接続され、3270端末エミュレーターが使用できる
ようになった。メインフレーム・システムは終日運
転され、何時でも何処からでも自由に利用できるよ
うになった。海外へはＢＩＴＮＥＴを通じて全世界
2 ,900カ所の大学、研究所と接続された。今日の
Ｉｎｔｅｒｎｅｔに先駆けて、この国際学術情報ネット
ワークを使用して研究者同士のコミュニケーション
が可能となった。
しかし、富山大学にとっての悲劇はこのＩＢＭシス
テム導入から１年を経てから始まるのである。附属
図書館に独自のレンタル予算が付き、センターのシ
ステムから離脱し、11年間の彷徨を続けるのである。
センターにＰＣを導入したのは昭和54（1979）年
３月のＴＲＳ―80システムで、5.25インチ・ディス
ク装置２台、メモリ64キロバイト、放電プリンタ付
きのシステム一式の価格が80万円であった。当時の
無線パーツ高岡店で購入した。学内では教育学部で
ＡｐｐｌｅⅡ、経済学部でＣｏｍｍｏｄｏｒｅ　ＰＥＴ
2001が導入されたころである。表計算ソフトウエア
ＶｉｓｉＣａｌｃとＷｏｒｄＰｒｏｃｅｓｓｏｒがソフトウエ
アの革命を起こし、Ｂａｓｉｃインタプリタが復活し
た。「計算機の歴史が20年戻った」といわれたほど、
ＰＣの黎明期であった。各研究室ではＮＥＣのＴＫ―
80ＢＳなどのキット型コンピュータが導入され実験
などに使用されていたが、本格的なＰＣが導入され
るのは、1981年日本電気がＰＣ―8001を発売してか
らである。この年以降ＰＣは急速に普及し、８ビッ
トから16ビット、32ビットとデータのバス幅が倍増
し、ＣＰＵのクロックも、10メガヘルツから20メガ
ヘルツ、50メガヘルツ、100メガヘルツ、133メガヘ
第７節　汎用コンピュータから
ＰＣへ
ルツ、…と高速になり、メモリもディスク装置の容
量も順次大きくなり、この20年間でメモリは1,000
倍に、クロックは50倍に、ディスク容量はＦＤが20
倍に、ハードディスクは500倍になった。ＰＣユー
ザーの98％はメインフレーム・システムを使ったこ
とがなく、コンピュータと言えばＰＣを指すように
変わってしまった。この20年間のＰＣの発展は、革
命であり、その革命に最も貢献したのが表計算ソフ
トウエア（Spread Sheets, Lotus 1―2―3など）であり、
次いでＢａｓｉｃ、Ｍａｃｉｎｔｏｓｈ、ＷｉｎｄｏｗｓＯＳ
であった。富山大学では1979年以来、4,000台以上
のＰＣが導入され、研究、教育、事務に使用されて
きた。
本学で最初の情報処理教育が行われたのは、昭和
40（1965）年５月であり、文理学部の田中教授が数
学の専攻生ににアセンブラ（ＯＫＩＳＡＰ）、ＡＬＧ
ＯＬＩＰ、ＯＫＩＰＡＬのプログラミング言語を使っ
た計算機実習であった。工学部では昭和45（1970）
年にミニコンＨＩＴＡＣ―10で、ＦＯＲＴＲＡＮプロ
グラミングが学生実験の一環として行われたのが最
初である。その後富士通のＦＡＣＯＭ230―45Ｓによ
り、マークカードによるプログラミング演習が高岡
との定期便を利用して実施された。
全学的な情報処理教育は、昭和60（1985）年に情
報処理センターが設置され、日本語端末装置が導入
されてからである。運営委員会に教育利用専門委員
会が設置され、学生実習室の運用方法、利用の手引
き、設備の充実およびシステムの利用方法の検討が
なされた。この年から、年間約1,200人の学生が計
算機実習を受講するようになった。
平成元（1989）年、全学情報処理教育方法等の調
査研究プロジェクトが報告書をまとめ、情報処理教
育の具体的な実施方法、ＰＣによる情報処理教育の
可能性などを提案した。さらに、平成３（1991）年
12月11日、教養部を改組するに当たって、富山大学
大学教育改善検討委員会に対して、情報処理セン
ター運営委員会から「全学共通の情報処理教育への
提案―全学部の新入生を対象とする情報処理教育科
第８節　全学情報処理教育の開始
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目の必要性とそれを実現するための総合情報処理セ
ンター設置について―」と題する提案書を提出し、
それを実現するための具体的提案を行った。
平成５（1993）年４月、教養部改組に伴い、全学規
模の一般情報処理教育として教養教育基礎共通科目
「情報処理」を開始するため、教育、経済、工の３
学部に教育用端末室を設置した。同年５月、国際競
争入札により第５世代情報処理システムを調達し、
ＰＣの整備を急ぎ、第２四半期の授業から開始した。
授業を円滑に進めるためにテキストが毎年発行さ
れており、入学生の85％がこの授業を履修している。
授業内容は、コア・カリキュラムとして次の３つを
実施し、それ以外の授業内容は担当教官の自由裁量
で実施されている。
（1）日本語ワード・プロセッサの習得
（2）表計算ソフトウエア習得
（3）インターネットの習得
・電子メール
・電子掲示板
・ＷＷＷ（World Wide Web）検索
平成８（1996）年５月には、省令施設としての
「総合情報処理センター」が設置され、ＰＣ567台が
導入された。平成９（1997）年には４階建てのマル
チメディア・ビルが増築され、４つの端末室が設置
された。平成10（1998）年現在、情報処理科目は、
総合情報処理センターの第２プログラミング端末
室、ソフトウエア演習室と教育、経済、理、工の４
学部教育用端末室が利用され、平成11年度からは人
文学部の情報処理教育室が加わり、文字通り全学規
模の情報処理教育実施環境が整うことになった。附
属図書館のマルチメディア研修室を加えると、総合
情報処理センターが運用管理するＰＣを設置してい
る全学の教育用端末室は合計10室となり、ＷＳ50台、
ＰＣ484台が教育用に供されている。
本学のすべての在学生には、平成元年以降大型コ
ンピュータ用のＩＤ番号が配布され、平成８年から
は大型コンピュータ用のＩＤ番号に加えて、インター
ネット用の電子メール・アドレスとＷＳ用のＩＤが
配布されるようになった。学生は卒業するまで、何
時でも、何処からでも、これらの情報システムとネ
ットワーク・システムを利用することができるよう
になった。平成11（1999）年、全学生を対象にした
共通教育基礎共通科目「情報処理」の開始から７年
の歳月が経過した。
富山大学に最初のＬＡＮ（Local Area Network）が
敷設されたのは、昭和63年度のＳＴＰ（Shielded
Twis ted  Pa i r）ケーブルと光ファイバーによる
トークン・リングＬＡＮ（4Mbps）であった。それ
までは、ＦＡＣＯＭ2883光データ・ハイウェイ（時
分割多重方式）があったが、対等通信ではなかった。
平成元（1989）年、最初のトークン・リングＬＡＮ
（２系統敷設）には343台のＰＣが接続された。
平成５（1993）年にはインターネットに接続、教
育用ＷｉｎｄｏｗｓＰＣ200台、ＭａｃｉｎｔｏｓｈＰＣ60台、
他のＰＣ 70台の計330台のＰＣを調達した。同年度
の補正予算により全学規模のキャンパス情報ネッ
トワークが敷設され、ＦＤＤＩ（Fiber Distributed
Data Interface）方式100Mbpsの幹線網と10MbpsのＣ
ＳＭＡ／ＣＤ（通称イーサネット）方式、16Mbpsの
トークン・リングＬＡＮ方式で、各研究室に情報コ
ンセント1,136カ所が設置された。平成６（1994）
年７月にはキャンパス情報ネットワーク利用要項が
制定され、順次インターネットへの接続が開始され
た。平成７（1995）年４月には約900台のＰＣがネ
ットワークに接続され、この年、再度補正予算によ
りＡＴＭネットワーク・システムが設置された。平
成８（1996）年３月、幹線網のスピードは155Mbps、
工学部へは622Mbpsと高速化が図られた。同年４月
には約1,500台のＰＣがインターネットに接続され、
学生への電子メール・サービスが開始された。平成
11（1999）年には、既設情報コンセントの高速化
（100Mbps）対応工事が実施され、新築の建物と合
わせて100Mbps対応の情報コンセント数は約1,600カ
所となった。平成11年度末までに、全学で累計
4,000台以上のＰＣが導入され、そのうち2,500台以
上がｔｙａ―ｎｅｔ（チャネットと呼ぶ）キャンパス
情報ネットワークおよびインターネット・システム
に接続され、稼働している。
第９節　キャンパス情報ネットワーク・
システムの整備とインター ネット
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ＷＷＷ（World Wide Web：世界中に広がった蜘蛛
の巣と言う意味、単にＷｅｂと言うことが多い）は、
1989年スイスのＣＥＲＮ（ヨーロッパ素粒子物理
学研究所）のTim Berners-Leeが考案した。元々は
ＣＥＲＮ内で情報を共有するためのシステムとして
開発されたもので、コンピュータ通信のＨｙｐｅｒ
Ｔｅｘｔを考案し、研究者同士のコンピュータ・ネッ
トワーク上のドキュメントをリンクさせて、科学的調
査結果を共有するというものであった。このシステム
が次第にインターネット上に広がり、イリノイ大学の
ＮＣＳＡにいたＭａｒｃ　ＡｎｄｒｅｅｓｅｎらがＭｏｓａｉｃ
というブラウザを開発して発表した後、爆発的に普
及し、インターネットと言えばＷＷＷを意味するよ
うになった。
本学では平成５（1993）年４月30日にインターネ
ット・バックボーン（ＳＩＮＥＴ）に接続し、Ｗｅｂの
利用が開始された。１年後の平成６（1994）年３月
には情報工学科でＷＷＷサーバーが稼働開始し、富
山大学のホームページが試験的に作成され、提供さ
れた。平成７（1995）年５月には富山大学のトップ
ページが情報処理センターで作成され、Ｗｅｂサー
バーが稼働開始した。これが運営委員会で承認され、
公的なページが掲載されるようになった。その後
Ｗｅｂサーバーを増強し、各学部、図書館その他の
部局がホームページを掲載するようになった。教職
員、学生が自由にページを立ち上げられるような環
境が整備された。平成10（1998）年12月、富山大学
ＷＥＢ準備委員会が発足し、公式ホームページのリ
ニューアル作業が外注化され、新しいホームページ
作りが開始された。
第７代センター長の山西教授は、大学の情報化を
推進し、Ｗｅｂベースの情報システムの開発と、教
職員、学生の情報発信を積極的に呼びかけている。
長年の懸案であった省令施設として「総合情報処
第11節　総合情報処理センターの設置
第10節　WWWによる
インターネットの爆発的普及
理センター」は平成８（1996）年５月11日に設置さ
れた。センターは、情報処理システム、情報通信シ
ステムを運用管理し、本学における研究、教育およ
びその他の業務のため、共同利用に供することによ
り、本学における情報処理の円滑かつ効率的な推進
を図るとともに、情報システムの普及活動を通じて
地域社会の発展に資することを目的として設立さ
れ、その目的を達成するために、次の業務を行って
いる。
（1）情報システムの運用管理に関すること。
（2）研究、教育およびその他の業務のための情報処
理サービスに関すること。
（3）データベースの整備活用および学術情報の提供
に関すること。
（4）学内外の情報通信サービスに関すること。
（5）情報システムの研究開発に関すること。
（6）情報処理教育の支援に関すること。
（7）情報システムの利用についての技術指導に関す
ること。
（8）その他センターの目的達成に必要な事項。
総合情報処理センターの英語名称は、そのサービ
スを根拠に、Computing and Network Servicesと決定
され、銘板に刻まれている。
総合情報処理センター（ＣＮＳ）の情報システム
は、富山大学内の総合的な情報処理の中枢神経系
（Central Nervous System）としての機能を果たし、
学術研究・教育および事務の諸活動における生産性
を向上させることを目標として設置されている。
ＣＮＳの情報システムは、情報処理システム、情
報活用システム、情報通信システムおよび国際的高
水準アプリケーション・システムから構成され、本
学の職員、学生に画期的な研究教育および事務支援
環境を提供している。
また、学術研究の高度化、多様化、複雑化に対応
し、国際的に通用するアプリケーション・ソフト
ウエアを整備して、研究活動の能率化を図るため、
教育においては国際化とマルチメディア化に対応す
るため、事務においてはデータ処理の効率化と業務
の合理化を図るため、主として次のシステムから構
成されている。
・高速科学技術並列計算サーバー
IBM RS／6000 SP（8CPU、135MHz）１式、
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・高速科学技術スカラー計算サーバー
IBM RS／6000－580 Cluster（2 Proc.）１式、
・高度画像処理サーバー
SGI Indigo2 Maximum Impact ２台、
SGI Indigo2 High Impact １台、
・大規模データ処理用汎用大型コンピュータ
IBM 9121－320 Vector機構（512MB）１式、
・グラフィック・ワークステーション
IBM RS／6000－43P 50台、
・マルチメディア対応ＰＣ　641台　　　　　　
（IBM－PC 463台、Apple Macintosh 178台）
これらの情報システムはすべて富山大学のキャン
パス情報ネットワーク（通称：ｔｙａ―ｎｅｔ）に接
続されており、キャンパス内の研究室、実験室に設
置されている 1,800カ所以上の情報コンセントに接
続されているＰＣ／ＷＳから、何時でも何処からで
も利用できるようになっている。ＰＣ端末は主とし
て教育用に設置され、人文学部52台（ＩＢＭ）、教
育学部52台（ＭＡＣ）、経済学部52台（ＩＢＭ）、理
学部52台（ＩＢＭ）、工学部52台（ＩＢＭ）、附属図
書館30台（ＩＢＭ）、総合情報処理センター161台
（ＩＢＭ、ＭＡＣ）と、ＬＡＮサーバー（Ｗｉｎｄｏｗｓ
ＮＴ　Ｓｅｒｖｅｒ）各１台（計６台）がトークン・リ
ングまたはＣＳＭＡ／ＣＤ型ＬＡＮに接続されてい
る。これらのＰＣ端末は、１日24時間自由に利用で
きるようになっており、すべての学生はどこのＰＣ
端末室でも利用できるようになっている。
総合情報処理センター情報システムは、本学の第
６世代コンピューティング＆ネットワーク・システ
ムで、次の特徴を有している。
1）すべての職員にカメラ、マイク、スピーカー
付きのマルチメディア／マルチタスクのＰＣを配置
し、大学の統合業務情報システムを稼働させること
を目標に、まずすべての教員（研究者）と係長以上
の事務官がＰＣを使いこなし、インターネットとグ
ループウエアを使用して、研究・教育・事務の活動
における生産性を向上させていること。
2）大学統合業務情報システムをグループウエア
Ｌｏｔｕｓ Ｎｏｔｅｓをベースにして開発運用し、情報
の共有化と業務の迅速化、合理化を進め、キャンパ
ス・アメニティを実現していること。
3）西暦2000年対応、ＧＵＩ（Graphic User Interface）
対応の教務情報システムを、大学全体として開発・
運用していること。
4）教育用ＰＣには、あらゆる種類のＰＣとＯＳを
整備し、特定のＰＣ、ＯＳ、アプリケーション・プ
ログラムに偏ることのないような教育環境を実現し
ていること。
・ＰＣ： IBM-Personal Computer,
Apple Macintosh
・ＯＳ：PC-DOS、DOS/V、Windows 3.1、
OS/2 Warp 4.0、Windows 95/NT、
System 7.5x、MacOS 8.1
・アプリケーション：Lotus Office（1-2-3,    
Wordpro, Freelance, Notes）、IBM Works、
MS-Word、一太郎、
LaTeX、Claris Works、CU-SeeMe、
Netscape Communicator、
AL-Mail、Eudora、etc.
5）マルチメディアＰＣ（カメラ、マイク、スピー
カー付き）によるテレビ電話、テレビ会議
（QuickTime Conference）とエージェント・プログラ
ムによる新しいサービスの開発・運用が可能な環境
を活用していること。
また、これらのサービスがスムースに運用できる
ように、西暦2000年までにネットワークの高速化
（すべてのＣＳＭＡ／ＣＤ型接続を100Mbpsスイッチ
ング・ハブに置き換える措置）が順次実現されてき
ていること。
6）ＷｅｂＢｒｏｗｓｅｒからＯＰＡＣ情報検索が可能
になり、本学図書館情報システムを中心とする学術
情報システムが拡充・整備され、研究室に居ながら
にして図書館書誌、所蔵情報、学術文献情報などが
検索できるようになるとともに、経済学部系研究者
には、日経ＮＥＥＤＳなどの膨大な経済数値データ
を、またインターネットを利用して各専門分野ごと
のｕｐ―ｔｏ―ｄａｔｅな情報を電子掲示板やＷｅｂ利
用して入手できるようになっていること。
7）メール・サーバーやＷＷＷサーバーが24時間・
365日、無停止運転サービスを行えるように、フォー
ルト・トレラント・システムとして構築され、運用
されていること。
502
第Ⅱ部　部局編
（1）運営委員
第２節　歴代委員とスタッフ
第１節　運営組織の変遷
第２章　運営組織とスタッフ
（1）計算センター時代の運営組織 
学　　　長 
計算センター室長 
センター職員 
専　門　委　員 
計算センター運営委員会 
（4）総合情報処理センター時代の運営組織 
学　　　長 
センター長 
副センター長 
センター職員 
助教授（専任） 
助　手 
技　官（専任）３名 
事務官 
事務補佐員（専任） 
技術補佐員（大学院生アルバイト）７名（専任）
総合情報処理センター運営委員会 
企画運営専門委員会 
システム運用専門委員会 
広報研修専門委員会 
（2）計算機センター時代の運営組織 
学　　　長 
センター長 
センター職員 
研究開発室 
業　務　室 
計算機センター運営委員会 
広報・教育小委員会 
（3）情報処理センター時代の運営組織 
学　　　長 
センター長 
センター職員 
センター員 
システム開発室 
学生実習室 
情報処理センター運営委員会 
広報調査専門委員会 （専門委員）
研究開発専門委員会 （専門委員）
教育利用専門委員会 
各小委員会 
（専門委員）
表１　計算センター 1965.３.15～1976.９.16 計算機センター 1976.９.17～1984.10.31
年 度 センター長 文理学部 人文学部 教育学部 経済学部 理学部 薬学部 工学部 教養部 経営短期大学部
和漢薬
研究所 事務局長
昭40 田中専一郎 児島　　毅
横山　文雄
沢泉　重雄
松為　周従
妙見　　猛
瀬岡　吉彦
榎本　三郎
小泉　　保
永元亀久男
四谷　平治
西門　正巳 有田　文雄
41 田中専一郎 児島　　毅
横山　文雄
沢泉　重雄
松為　周従
妙見　　猛
瀬岡　吉彦
榎本　三郎
木村　正康
永元亀久男
四谷　平治
藤本　利男 有田　文雄
42 田中専一郎 児島　　毅
中川　正之
沢泉　重雄
松為　周従
妙見　　猛
瀬岡　吉彦
榎本　三郎
木村　正康
永元亀久男
四谷　平治
片山　龍成
横山　文雄
藤本　利男
下川　浩一 有田　文雄
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昭43 田中専一郎 児島　　毅
中川　正之
沢泉　重雄
松為　周従
妙見　　猛
瀬岡　吉彦
堀越　　勇
榎本　三郎
永元亀久男
四谷　平治
片山　龍成
横山　文雄
西門　正巳 佐々木善也
44 田中専一郎 児島　　毅
中川　正之
沢泉　重雄
松為　周従
妙見　　猛
瀬岡　吉彦
堀越　　勇
榎本　三郎
永元亀久男
四谷　平治
片山　龍成
横山　文雄
西門　正巳 佐々木善也
46 田中専一郎 児島　　毅
中川　正之
沢泉　重雄
松為　周従
瀬岡　吉彦
山崎　佳夫
榎本　三郎
小泉　　保
四谷　平治
若林嘉一郎
片山　龍成
坂井　昌市
西門　正巳 佐々木善也
47 田中専一郎 児島　　毅
中川　正之
沢泉　重雄
松為　周従
菅原　　修
瀬岡　吉彦
榎本　三郎
小泉　　保
四谷　平治
若林嘉一郎
片山　龍成
中越　矩方
西門　正巳 森　　芳松
48 田中専一郎 児島　　毅
久保　和美
沢泉　重雄
松為　周従
菅原　　修
瀬岡　吉彦
榎本　三郎
小泉　　保
四谷　平治
若林嘉一郎
片山　龍成
中越　矩方
西門　正巳 渡辺　祐司 森　　芳松
50 田中専一郎 金坂　　積
岡部　俊夫
沢泉　重雄
松為　周従
菅原　　修
瀬岡　吉彦
榎本　三郎
小泉　　保
四谷　平治
若林嘉一郎
横山　文雄
鍬田　邦雄
西門　正巳
榊原　英雄
渡辺　祐司 安岡健次郎
53 四谷　平治 堤山　淑郎
山崎　幸雄
三塚　正臣
吉岡　周明
角田　　勝
丹羽　　昇
金坂　　積
岡部　俊夫
永原　　茂
小泉　　保
三日市政司
若林嘉一郎
中越　矩方
葛　　晋治
宮廻　甫允 渡辺　祐司 加藤　眞一
54 四谷　平治 矢澤　英一
山崎　幸雄
吉岡　周明
横山　泰行
増田　信彦
角田　　勝
金坂　　積
岡部　俊夫
三日市政司
五嶋　孝仁
葛　　晋治
鍬田　邦雄
榊原　英雄 渡辺　祐司 加藤　眞一
55 四谷　平治 矢澤　英一
山崎　幸雄
吉岡　周明
横山　泰行
増田　信彦
角田　　勝
金坂　　積
川崎　一朗
三日市政司
五嶋　孝仁
葛　　晋治
鍬田　邦雄
榊原　英雄 長谷川　登
56 四谷　平治
川井　清保
浅井　　亨
鈴木　敏昭
山野井敦徳
清水　健次
角田　　勝
小郷　直言
金坂　　積
川崎　一朗
三日市政司
五嶋　孝仁
葛　　晋治
鍬田　邦雄
寺西千代子 長谷川　登
57 川井　清保 浅井　　亨
鈴木　敏昭
山野井敦徳
清水　健次
角田　　勝
小郷　直言
金坂　　積
川崎　一朗
三日市政司
五嶋　孝仁
鍬田　邦雄
小林久寿雄
寺西千代子 長谷川　登
58 川井　清保 赤阪　　賢
鈴木　敏昭
広瀬禧七郎
山西　潤一
角田　　勝
小郷　直言
金坂　　積
川崎　一朗
三日市政司
五嶋　孝仁
石川　義和
海老原直邦
佐藤　良一 川上　芳夫
59 川井　清保 赤阪　　賢
鈴木　敏昭
広瀬禧七郎
山西　潤一
菊田　健作
小郷　直言
金坂　　積
川崎　一朗
三日市政司
五嶋　孝仁
石川　義和
海老原直邦
佐藤　良一 川上　芳夫
45 田中専一郎 児島　　毅
中川　正之
沢泉　重雄
松為　周従
瀬岡　吉彦
山崎　佳夫
堀越　　勇
榎本　三郎
小泉　　保
永元亀久男
四谷　平治
若林嘉一郎
片山　龍成
坂井　昌市
西門　正巳 佐々木善也
49 田中専一郎 児島　　毅
久保　和美
沢泉　重雄
松為　周従
菅原　　修
瀬岡　吉彦
榎本　三郎
小泉　　保
四谷　平治
若林嘉一郎
片山　龍成
中越　矩方
横山　文雄
西門　正巳 渡辺　祐司 安岡健次郎
52 田中専一郎
四谷　平治
堤山　淑郎
山崎　幸雄
三塚　正臣
吉岡　周明
角田　　勝
丹羽　　昇
金坂　　積
岡部　俊夫
永原　　茂
小泉　　保
若林嘉一郎
四谷　平治
三日市政司
中越　矩方
葛　　晋治
宮廻　甫允 渡辺　祐司 加藤　眞一
51 田中専一郎 金坂　　積
岡部　俊夫
沢泉　重雄
松為　周従
蔵島　　茂
菅原　　修
丹羽　　昇
瀬岡　吉彦
角田　　勝
榎本　三郎
小泉　　保
四谷　平治
若林嘉一郎
横山　文雄
鍬田　邦雄
榊原　英雄 渡辺　祐司 横川　　保
年度 センター長 文理学部 人文学部 教育学部 経済学部 理学部 薬学部 工学部 教養部 経営短期大学部
和漢薬
研究所 事務局長
表２　情報処理センター 1984.11.１～1996.５.10
年度 センター長
副センター
長 人文学部 教育学部 経済学部 理学部 工学部 教養部
経営短期
大学部 学生部
附属図書
館長
トリチウム
センター長
地域共同研究
センター長
保健管理
センター長 事務局長
昭59 川井　清保 鈴木　敏昭
神前　進一
広瀬禧七郎
山西　潤一
今井　春男
高橋　　一
高木光司郎
常川　省三
山淵　龍夫
五嶋　孝仁
海老原直邦
石川　義和
佐藤　良一 平田　　純 中川　正之 浅井　　亨 川上　芳夫
60 川井　清保 鈴木　敏昭
神前　進一
広瀬禧七郎
山西　潤一
今井　春男
高橋　　一
高木光司郎
常川　省三
山淵　龍夫
五嶋　孝仁
海老原直邦
石川　義和
佐藤　良一 平田　　純 中川　正之 本田　　弘 西村　　清
62 八木　　寛 鈴木　敏昭
神前　進一
中井　　学
山西　潤一
今井　春男
斯波　恒正
高木光司郎
常川　省三
加川　幸雄
五嶋　孝仁
鍬田　邦雄
石川　義和
瀧澤　　弘 小嶋　　學 小黒　千足 宮下　和雄 河野　信弘 西村　　清
平元 八木　　寛 川崎　一朗
鈴木　敏昭
水内　俊雄
永野　　弘
山西　潤一
菊田　健作
斯波　恒正
高木光司郎
常川　省三
米田　政明
山淵　龍夫
海老原直邦
石川　義和
瀧澤　　弘 小嶋　　學 小黒　千足 宮下　和雄 稲垣　保彦 泉　　寛清
61 川井　清保
八木　　寛
鈴木　敏昭
神前　進一
北村　純一
広瀬禧七郎
山西　潤一
中井　　学
今井　春男
新里　泰孝
斯波　恒正
高木光司郎
常川　省三
山淵　龍夫
五嶋　孝仁
加川　幸雄
坂井　純一
海老原直邦
石川　義和
鍬田　邦雄
下崎千代子 平田　　純 中川　正之 河野　信弘 西村　　清
63 八木　　寛 川崎　一朗
鈴木　敏昭
神前　進一
水内　俊雄
中井　　学
山西　潤一
永野　　弘
今井　春男
斯波　恒正
中山　幹夫
高木光司郎
常川　省三
加川　幸雄
坂井　純一
米田　政明
山淵　龍夫
鍬田　邦雄
石川　義和
海老原直邦
瀧澤　　弘 小嶋　　學 小黒　千足 宮下　和雄 稲垣　保彦 泉　　寛清
（2）専門委員
理　学　部 林　　有一（昭42.４.１～昭46.３.31）
教 育 学 部 広瀬禧七郎（昭58.４.８～昭59.10.31）
経 済 学 部 角田　　勝（昭58.４.８～昭59.10.31）
工　学　部 五嶋　孝仁（昭58.４.８～昭59.10.31）
工　学　部 山淵　龍夫（昭58.４.８～昭59.10.31）
教　養　部 鍬田　邦夫（昭58.４.８～昭59.10.31）
（3）センター員
工　学　部 五嶋　孝仁（昭59.11.１～昭61.10.31）
教　養　部 石川　義和（昭59.11.１～昭61.10.31）
（4）スタッフ
センター長 田中専一郎（昭40.４.１～昭52.５.10）
文 部 技 官 林　　有一（昭40.４.１～昭41.９.30）
技術補佐員 高塚ノブ子（昭40.４.１～昭57.９.30）
文 部 技 官 岡田　勝二（昭43.４.１～昭45.11.９）
事務補佐員 広田　吏子（昭45.12.14～昭48.３.１）
文 部 技 官 高井　正三（昭48.４.１～昭63.３.31）
技術補佐員 北野　　彰（昭48.12.１～昭48.12.31）
技術補佐員 高林　　彰（昭49.５.23～昭50.３.30）
技術補佐員 荒井　秀行（昭50.４.１～昭51.３.30）
事務補佐員 花田　博子（昭50.６.16～昭58.６.15）
技術補佐員 木村　三郎（昭51.５.１～昭52.３.１）
技術補佐員 新開　純子（昭52.４.１～昭60.３.30）
センター長 四谷　平治（昭52.５.11～昭56.４.８）
研究開発室長 金坂　　績（昭54.７.23～昭56.３.31）
技術補佐員 朽木　令子（昭55.１.25～昭55.４.19）
センター長 川井　清保（昭56.４.９～昭61.12.３）
研究開発室長 五嶋　孝仁（昭56.４.27～昭58.３.31）
事務補佐員 三村優美子（昭57.３.８～昭57.５.16）
技術補佐員 砺波　容子（昭57.10.１～昭58.３.31）
技術補佐員 中村　公弘（昭57.12.６～昭58.２.11）
技術補佐員 松原　　勇（昭58.４.１～昭58.12.31）
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表３　総合情報処理センター 1996.５.11～
年度 センター長 副センター長 センター専任教官 人文学部 教育学部 経済学部 理学部 工学部 附属図書館長 経理部長
平８ 桂木　健次 村井　忠邦 高井　正三
鈴木　敏昭
海老原直邦
山西　潤一
穴山　　彊
古田　俊吉
安村　　勉
小林久壽雄
高安　　紀
山淵　龍夫
五嶋　孝仁
瀧澤　　弘 斉藤　　敏
10 山西　潤一 村井　忠邦
広瀬　貞樹
高井　正三
草薙　太郎
海老原直邦
穴山　　彊
大森　克史
古田　俊吉
滝川　俊明
小林久壽雄
川崎　一朗
五嶋　孝仁
女川　博義
瀧澤　　弘
小谷　仲男 大谷　　潔
11 山西　潤一 広瀬　貞樹 高井　正三 草薙　太郎
海老原直邦
穴山　　彊
大森　克史
小倉　利丸
滝川　俊明
小林久壽雄
川崎　一朗
五嶋　孝仁
女川　博義
小谷　仲男 大谷　　潔
９ 桂木　健次 村井　忠邦 高井　正三
草薙　太郎
海老原直邦
山西　潤一
穴山　　彊
古田　俊吉
安村　　勉
滝川　俊明
小林久壽雄
高安　　紀
川崎　一朗
山淵　龍夫
五嶋　孝仁
瀧澤　　弘 斉藤　　敏
大谷　　潔
年度 センター長
副センター
長 人文学部 教育学部 経済学部 理学部 工学部 教養部
経営短期
大学部 学生部
附属図書
館長
トリチウム
センター長
地域共同研究
センター長
保健管理
センター長 事務局長
平２ 八木　　寛
川崎　一朗
山淵　龍夫
鈴木　敏昭
水内　俊雄
油谷　幸利
永野　　弘
山西　潤一
吉田　雅巳
菊田　健作
和合　　肇
太田　雅晴
高木光司郎
常川　省三
米田　政明
山淵　龍夫
海老原直邦
石川　義和
瀧澤　　弘
小嶋　　學
藤田　　宏
小黒　千足 宮下　和雄 風巻　紀彦 勝山　　進
４ 八木　　寛 山淵　龍夫
水内　俊雄
油谷　幸利
鈴木　敏昭
山西　潤一
吉田　雅巳
大森　克史
和合　　肇
太田　雅晴
高木光司郎
常川　省三
米田　政明
五嶋　孝仁
小林久嘉雄
海老原直邦
増田　信彦 藤田　　宏 松本　賢一 龍山　智榮 鰰澤　晃三 今田　　収
６ 山淵　龍夫 山西　潤一
水内　俊雄
鈴木　敏昭
筒井　洋一
佐藤　　裕
吉田　雅巳
大森　克史
向後　千春
和合　　肇
太田　雅晴
桂木　健次
常川　省三
川崎　一朗
小林久壽雄
高安　　紀
米田　政明
五嶋　孝仁
村井　忠邦
浜谷　正人
瀧澤　　弘 松本　賢一 龍山　智榮 笹倉　壽介 矢部　吉實
３ 八木　　寛 山淵　龍夫
水内　俊雄
油谷　幸利
山西　潤一
吉田　雅巳
和合　　肇
太田　雅晴
高木光司郎
常川　省三
米田　政明
五嶋　孝仁
鍬田　邦雄
海老原直邦
増田　信彦 藤田　　宏 松本　賢一 龍山　智榮 風巻　紀彦 勝山　　進
５ 山淵　龍夫 山西　潤一
水内　俊雄
鈴木　敏昭
吉田　雅巳
大森　克史
和合　　肇
太田　雅晴
常川　省三
川崎　一朗
米田　政明
五嶋　孝仁
浜谷　正人
藤田　　宏
瀧澤　　弘
松本　賢一 龍山　智榮 鰰澤　晃三 今田　　収
７ 山淵　龍夫 山西　潤一
筒井　洋一
佐藤　　裕
大森　克史
向後　千春
桂木　健次
醍醐　元正
小林久壽雄
高安　　紀
五嶋　孝仁
村井　忠邦
浜谷　正人 瀧澤　　弘 松本　賢一 龍山　智榮 笹倉　壽介 矢部　吉實
８ 山淵　龍夫 山西　潤一
筒井　洋一
佐藤　　裕
大森　克史
向後　千春
桂木　健次
醍醐　元正
小林久壽雄
高安　　紀
五嶋　孝仁
村井　忠邦
浜谷　正人 瀧澤　　弘 松本　賢一 龍山　智榮 笹倉　壽介 矢部　吉實
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助　　　手 松原　　勇（昭59.１.１～昭63.３.31）
センター長 八木　　寛（昭61.12.４～平４.12.３）
助　　　手 高井　正三（昭63.４.１～平８.８.31）
文 部 技 官 土田　俊雄（昭63.４.１～平３.３.31）
事務補佐員 横江　厚子（昭58.６.16～平４.３.30）
センター長 山淵　龍夫（平４.12.４～平８.５.10）
事務補佐員 五十嵐仁子（平４.４.１～平７.３.30）
文 部 技 官 坂本　江見（平５.４.１～平８.11.30）
センター長 桂木　健次（平８.５.11～平10.５.10）
助　　　手 坂本　江見（平８.12.１～平11.９.30）
文 部 技 官 川原　智徳（平７.10.１～Ｈ０.０.０）
事務補佐員 西野　英子（平７.４.１～平10.３.30）
文 部 技 官 豊本　　勉（平８.５.11～平10.３.31）
助　教　授 高井　正三（平８.９.１～Ｈ０.０.０）
技術専門職員 豊本　　勉（平10.４.１～Ｈ０.０.０）
事務補佐員 五十嵐仁子（平10.４.１～Ｈ０.０.０）
センター長 山西　潤一（平10.５.11～Ｈ０.０.０）
技術専門職員 畑　　　篤（平11.４.１～Ｈ０.０.０）
（5）学生アルバイト（技術補佐員）
第１回　昭和52年度（1977年度）
中條　正健、能島　雅良、稲場　豊
第２回　昭和53年度（1978年度）
吉川　敏雄、松永　達郎、瀬川　清隆
第３回　昭和54年度（1979年度）
小橋　正由、北山　行宏、小酒　俊司
第４回　昭和55年度（1980年度）
北上　眞二、前田　豊信、小酒　俊司
第５回　昭和56年度（1981年度）
北上　眞二、前田　豊信、竹本　浩
第６回　昭和57年度（1982年度）
宮島　恒行、藤田　政志、鳥山　一郎
第７回　昭和58年度（1983年度）
川戸　元、川原　久和、山戸　敏男
第８回　昭和62年度（1987年度）
平田　賢治、北野　哲、冨樫　昇
第９回　昭和63年度（1988年度）
加藤　隆司、島　清、上野　毅稔
第10回　平成２年度（1990年度）
大嶋　主悦、久保　哲、浅野　一夫、津田　明彦
第11回　平成３年度（1991年度）
多胡　久、津田　明彦、森野　勇、浅野　一夫、
平井　徹
第12回　平成４年度（1992年度）
多胡　久、森野　勇、平井　徹、西野　英克、
山本　憲一郎、浅井　康広
第13回　平成５年度（1993年度）
平井　徹、西野　英克、山本　憲一郎、
浅井　康広、石原　学、吉迫 文崇、宮本　淳
第14回　平成６年度（1994年度）
石原　学、宮本　淳、吉迫 文崇、室谷　智、
柴田　元衛、水巻　純一
第15回　平成７年度（1995年度）
室谷　智、柴田　元衛、水巻　純一、土田　祐知、
村田　健吾、小関　元、池田　剛、野村　利里
第16回　平成８年度（1996年度）
土田　祐知、村田　健吾、小関　元、池田　剛、
野村　利里、室谷　智、杉本　圭優、知念　賢司
第17回　平成９年度（1997年度）
室谷　智、杉本　圭優、知念　賢司、神田　明典、
吉田　博一
第18回　平成10年度（1998年度）
中山　拓也、沖野　浩二、園田　敦、宮下　友宏、
潟辺 美由紀、布村　紀男
第19回　平成11年度（1999年度）
中山　拓也、沖野　浩二、園田　敦、宮下 友宏、
潟辺 美由紀、高橋　純、立川　智之、
早河　秀章
（6）外部委託派遣スタッフ
第１回　昭和60年度（1985年度）
内田　智之（株式会社インテック）
第２回　昭和61年度（1986年度）
森崎　　誠（株式会社インテック）
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第１節　計算センター時代
（2）計算機システム構成図
ＯＫＩＴＡＣ5090―Ｃシステム（OKI Transistor Automatic Computer 5090-C System）
第３章　施設および計算機システムの変遷
（1）施設平面図
総合情報処理センター
（3）ソフトウエア構成一覧
ＯＫＩＮｏ．１（入力ルーチン：システム・プログラムの一つＩｎｔｅｒｐｒｅｔｉｖｅ　Ｒｏｕｔｉｎｅ）
ＯＫＩＳＡＰ（OKI Symbolic Assemble Program：アセンブラ）
ＯＫＩＳＩＰ（OKI Symbolic Input Program：記号入力プログラム＝アセンブラ）
ＯＫＩＰＡＬ（OKI Practical Algorithmic Language：ＡＬＧＯＬコンパイラ）
ＡＬＧＯＬＩＰ（ALGOL Input Program：１パスＡＬＧＯＬコンパイラ）
ＯＫＩＡＲＴ（OKI Arithmetic Translator：２パスＦＯＲＴＲＡＮコンパイラ；未使用）
Ｕｔｉｌｉｔｙ　Ｓｕｂｒｏｕｔｉｎｅ（Ｓｏｒｔ、Ｍｅｒｇｅ、ＭＴ―Ｒｅａｄ／Ｗｒｉｔｅ、…）
科学技術計算用　ＯＫＩＴＡＣ―5090Ｓｕｂｒｏｕｔｉｎｅ　Ｌｉｂｒａｒｙ
ＦＯＲＴＲＡＮ3000Ｅ（電気通信大学から移植したＦＯＲＴＲＡＮ3000レベル・コンパイラ）
（4）写　真
507
コア・メモリ 4,000Ｗ
ＯＫＩＴＹＰＥＲ 2000
科学技術計算サブルーチン 当時使用されたタイガー計算機（手回し）
ＯＫＩＴＡＣ 5090―Ｃ操作卓（コンソール）
２ＯＲ、ＩＮＶの回路基盤
508
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第２節　計算機センター時代の施設と計算機システム構成図
（1）施設平面図
（2）計算機システム構成図
ＦＡＣＯＭ230―45Ｓハードウエア・システム構成図
509
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（3）ソフトウエア構成一覧
ＦＡＣＯＭＯＳⅡ、ＯＳⅡ／ＶＳオペレーティング・システム
3.1）言語処理プログラム
ＣＯＢＯＬ、ＦＯＲＴＲＡＮ、ＦＡＳＴ（Fortran to Assist Student Training）、ＰＬ／Ｉ、ＡＬＧＯＬ、ＦＡＳＰ
3.2）サービス・プログラム
ＬＩＥＤ（Linkage Editor）、ＬＩＢＥ（Library Editor）、ＳＯＲＴ／ＭＥＲＧＥ、ＳＵＴＹ（System Utility）、
ＦＳＣＶ／ＦＳＣＶ２（Fortran Source Converter：Fortran マーク・カード変換プログラム）、
ＴＵＭＣＲＣＶ（Toyama University Mark Card Reading Converter）、ＬＩＳＴＵＰ（２列印刷）、
ＰＲＴ．ＣＡＲＤ／ＰＲＴ．ＪＯＢ（カード・イメージ出力）、ＦＤＣＶ（Floppy Disk Converter）
3.3）ライブラリ・プログラム
Ｃ―ＳＳＬ１（Center developed Science Subroutine Library 1）、
Ｆ―ＳＳＬ１／Ｆ―ＳＳＬ―２（Fujitsu Science Subroutine Library １／２=SSLⅡ）、
Ｃ―ＸＹＰ（Center developed XY-Plotter scissoring subroutine library）
3.4）アプリケーション・プログラム
ＦＥＰＡＣＦ（Finite Element method analysis Package for Acoustic Field problem）
：音響問題有限要素法解析パッケージ、加川幸雄、山淵龍夫）
ＲＡＤＦＥＰ（軸対象音響放射解析プログラム）、
ＡＣＯＵＳＦＥＰ（３次元閉空間音響解析プログラム）、
ＡＸＩＰＩＥＺＯ（軸対象圧電振動子解析プログラム）
ＡＰＬＥＢ（統計解析アプリケーション・プログラム、高塚ノブ子、鍬田邦夫）
ＣＲＯＳＳＢＡＲ（クロス表柱状グラフ出力プログラム）
ＣＲＯＳＳＭＡＰ（クロス表柱状グラフ出力プログラム２）
ＮＩＨＯＮ（日本地図上への柱状グラフ出力プログラム）
ＴＯＹＡＭＡ（富山県地図上への柱状グラフ出力プログラム）
ＧＬＡＰＳ（方言調査分析パッケージ、東京大学：荻野綱男氏）
ＳＬＩＰ（画像処理サブルーチン・ライブラリ：名古屋大学から移植）
ＣＩＲＴ（富山大学化学文献検索システム、坂佳澄、新開純子、川井清保、高井正三）
富士通提供アプリケーション・プログラム
ＫＥＭＰＦ／Ｘ（計量経済モデル分析システム）、ＳＩＥＣＯＭ（計量経済モデル・シュミレータ）、
ＰＳＬ（Plotter Subroutine Library）、ＯＳＰ（Open-type Statistical Package）、
ＢＭＤ（Bio-Medical computer Program）、ＭＵＬＶＡ／Ｘ（多変量解析システム）、
ＣＬＵＳＴＥＲ（クラスタ分析）、ＭＰＳ、ＭＰＳ／Ｘ（Mathematical Programming System）、
ＱＵＡＮＴＡＳ（数量化理論プログラム・パッケージ）、ＤＩＰＳ―Ⅲ（文献情報検索システム）、
ＧＰＳＳ／Ｘ（離散型シミュレーション・システム）、ＩＲＯＳＳ（オープン型情報検索システム）、
ＳＤＡ（調査データ解析プログラム・パッケージ）
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（4）写　真
ＦＡＣＯＭ230―45Ｓ計算機システム計算機センター建物
ＩＢＭ029型カードせん孔機 昭和49年の開所式でのシステムを説明する田中専一郎セン
ター長、正面向きは四谷平治運営委員長、左端は高井技官
（現助教授）
ＸＹプロッター装置集合ディスク・パック（58ＭＢ）
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第３節　情報処理センター時代の施設と計算機システム構成図
［ＦＡＣＯＭ　Ｍ360―ＡＰシステム時代］
（1）施設平面図
情報処理センター１階機器配置図
情報処理センター２階機器配置図
第Ⅱ部　部局編
（2）計算機システム構成図
主システム　ハードウエア構成図　ＦＡＣＯＭ　Ｍ―360ＡＰ 昭和62年６月１日現在
（3）ネットワーク構成図
データ通信システム構成図 昭和62年５月１日現在
512
総合情報処理センター
（4）ソフトウエア構成一覧
513
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［ＩＢＭ　3081―ＫＸ４システム時代］
（5）計算機システム構成図
（6）ネットワーク構成図
総合情報処理センター
（7）キャンパスＬＡＮ構成図
（8）ソフトウエア構成一覧
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［ＩＢＭ　4381―Ｔ92システム時代］
（9）計算機システム構成図
富山大学ホストシステム構成図
（10）ネットワーク構成図
ネットワーク構成図（回線系統図）
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（11）キャンパスLAN構成図
ネットワーク構成図（ＬＡＮ系統）
（12）ソフトウエア構成一覧
（1）プログラミング言語
［計算サーバー］
（1）Ｃ（2）Ｃ＋＋（3）ＦＯＲＴＲＡＮ 90（4）Ｐａｓｃａｌ
［メインフレーム］
（1）ＡＰＬ（A Programming Language）（2）ＡＳＳＥＭＢＬＥＲ
（3）ＣＯＢＯＬ（COmmon Business Oriented Language）（4）ＦＯＲＴＲＡＮ 77（FORmula TRANslator 77）
（5）ＬＩＳＰ（ＬＩＳＰ／ＶＭ、ＵＴＩ―ＬＩＳＰ）（6）Ｐａｓｃａｌ
（7）ＰＬ／Ⅰ（Program Language /Ⅰ）（8）Ｐｒｏｌｏｇ（Program in logic）
［パーソナル・コンピュータ］
（1）ＡＰＬ（2）ＢＡＳＩＣ（Beginner's All-purpose Symbolic Instruction Code）Ｉｎｔｅｒｐｒｅｔｅｒ、Ｃｏｍｐｉｌｅｒ
（3）Ｃ（4）ＦＯＲＴＲＡＮ（5）Ｐａｓｃａｌ
（2）ライブラリ・プログラム
［計算サーバー］
（1）科学技術計算ＦＯＲＴＲＡＮSubroutine Library 
・ＥＳＳＬ（Enhanced Science Subroutine Library）、
・ＩＭＳＬ（International Mathematical and Statistical Library）
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［メインフレーム］
（1）科学技術計算ＦＯＲＴＲＡＮＳｕｂｒｏｕｔｉｎｅＬｉｂｒａｒｙ
・ＮＵＭＰＡＣ（Nagoya University Mathematical PACkage）名古屋大学数学パッケージＶｏｌ．１―３
・ＩＭＳＬ（International Mathematical and Statistical Library）
ＭＡＴＨ／ＬＩＢＲＡＲＹ（応用数学用）、ＳＴＡＴ／ＬＩＢＲＡＲＹ（統計解析用）、
ＳＦＵＮ／ＬＩＢＲＡＲＹ（特殊関数用）
・ＬＩＮＰＡＣＫ（リンパック）（連立方程式）、ＥＩＳＰＡＣＫ（アイスパック）（固有値・固有ベクトル）
・ＳＬ―ＭＡＴＨ（ＩＢＭ）（数学サブルーチン・ライブラリ）、
・ＡＣＲＩＴＨ（ＩＢＭ）（高精度演算サブルーチン・ライブラリ）
・ＳＬＩＰ（画像処理サブルーチン・ライブラリ）、ＳＰＩＤＥＲ（画像処理ソフトウエア・パッケージ）
・ＳＡＬＳ（Statistical Analysis with Least-Squares fitting：最小二乗法標準プログラム）
・Ｃ―ＳＳＬ―２（Center Science Subroutine Library 2：センター開発サブルーチン・ライブラリ第２版）
（2）図形出力Ｓｕｂｒｕｔｉｎｅ　Ｌｉｂｒａｒｙ（図形出力サブルーチン・ライブラリ）
・ＧＰＦＧ（ＧＤＦ（Graphic Data Format）Plot File Generation package（ＩＢＭ）（ＩＢＭプロッター）
・ＧＤＤＭ―ＰＧＦ（Graphic Data Display Manager-Presentation Graphics Facility（ＩＢＭ）（グラフィック）
・ＧＡＭ／ＳＰ（Graphic Access Method/System Product（ＩＢＭ）（グラフィック表示）
・ＣＡＬＣＯＭＰPlotter Subroutine Package（ＨＣＢＳ－Host Computer Basic Software,
ＦＵＮＣ１／２FUNCtional package 1/2, LETTER-upper/lower LETTER symbol）
［パーソナル・コンピュータ］
（1）Ｇｒａｐｈｉｃｓ　Ｂａｓｅ　Ｌｉｂｒａｒｙ（Ｍｉｃｒｏ　ＣＡＤＡＭ用グラフィック基本ライブラリ）
（2）ＧＤＤＭ（ＰＳ版）
（3）アプリケーション・プログラム
［計算サーバー］
（1）図形・画像処理
・ＡＶＳ（Application Visualization System：応用システム可視化ツール）Kubota Computer Inc.
・ＧＤＤＭ／ｇｒａＰＨＩＧＳ（Programmer's Hierarchical Interactive Graphics System）
（2）理工系応用ソフトウエア
・ＭＯＰＡＣ（半経験的分子軌道法計算プログラム）Ｖｅｒｓｉｏｎ6.0
・Ａｍｂｅｒ（高分子解析シミュレーション・プログラム）Ｖｅｒ4.0
・Ｇａｕｓｓｉａｎ92（非経験的分子軌道法プログラム：1992年版）
・ＭＡＲＣ（構造解析プログラム）Ｖｅｒ．Ｋ4.0、
ＭＥＮＴＡＴ（Ｐｒｅ―ＰｏｓｔＰｒｏｃｅｓｓｏｒ）Ｖｅｒ．Ｋ5.4
［メインフレーム］
（1）図形・画像処理
・ＩＣＵ（Interactive Chart Utility）（ＩＢＭ）（対話式図表ユーティリティ）
・ＧＤＱＦ（Graphical Display and Query Facility:Preview system）（ＩＢＭ）（プレビュー）
・ＣＡＥＤＳ（Computer Aided Engineering Design System：コンピュータ工学設計システム）
・ＧＤＤＭ／ｇｒａＰＨＩＧＳ（Programmer's Hierarchical Interactive Graphics System）
（2）シミュレーション
・ＧＰＳＳ（General Purpose Simulation System）（ＩＢＭ）（離散型シミュレーション・システム）
・ＤＳＬ（Dynamic Simulation Language/VS）（ＩＢＭ）（連続型シミュレーション・システム）
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（3）印刷出力
・ＰＳＦ（Print Service Facility：高印刷機能支援プログラム）
・ＯＧＬ（Overlay Generation Language：帳票生成言語）
（4）数式処理
・ＲＥＤＵＣＥＶｅｒ3.2
（5）統計解析
・ＳＡＳＶ5.18／Ｖ6.07（統計解析パッケージ 5.18／6.07版）
ＳＡＳ／ＢＡＳＩＣＳ、ＳＡＳ／ＳＴＡＴＩＳＴＩＣＳ、ＳＡＳ／ＧＲＡＰＨ、ＳＡＳ／ＥＴＳ、ＳＡＳ／ＯＲ、
ＳＡＳ／ＡＦ、ＳＡＳ／ＩＭＬ、ＳＡＳ／ＦＳＰ
ＳＡＳ／ＣＢＴ001～006（SAS Computer Based Training：計算機による訓練プログラム）
（6）人文・社会系応用ソフトウエア
・ＧＬＡＰＳ（Generalized Linguistic Atlas Printing System：方言調査印刷システム）
・ＴＳＰ（Time Series Processor Ver 4.1b）（時系列処理プログラム）
・ＳＨＡＺＡＭ（Econometrics Computer Program Ver 6.1）（計量経済コンピュータ・プログラム）
・ＸＣＡＭＰＵＳ（eXploratory Computer Aided Macro & micro-economic data Processing University System
：日経ＮＥＥＤＳデータ探索的データ処理システム）
・ＳＣＡ（Scientific Computing Associates-Statistical System Ver 4.3）
・Ｂ34Ｓ（イリノイ大学経済学科－計量経済モデルのテスト診断プログラム）
（7）理工系応用ソフトウエア
・ＦＥＰＡＣＦ（Finite Element method Package for ACoustic Field analysis）
（音響問題有限要素解析パッケージ）
ＡＣＯＵＳＦＥＰ（F. E. P. for ACOUStic problem：３次元閉空間音響解析プログラム）
ＲＡＤＦＥＰ（F.E.P. for RADiation problem：軸対象音響放射問題解析プログラム）
ＡＸＩＰＩＥＺＯ（F. E. P. for AXIssymetric Piezoelectric vibrator problem：軸対称圧電振動子解析プログラム）
・Ｇａｕｓｓｉａｎ86（非経験的分子軌道法プログラム：1986年版）
・ＣＡＥＤＳ（Computer Aided Engineering Design System：コンピュータ工学設計システム）
・ＭＡＲＣ（構造解析プログラム）Ｖｅｒ．Ｋ4.0、MENTAT Pre-Post Processor  Ver. K5.4
［パーソナル・コンピュータ］
（1）Ｍｉｃｒｏ　ＣＡＤＡＭ（Micro Computer Aided Design And Manufacturing：マイクロ・キャダム）
（2）ＧＤＤＭ（Graphical Data Display Manager:PS/55）（図形データ表示プログラム）
（4）研究・教育支援ソフトウエア
［計算サーバー］
（1）エディタ
・ｖｉ、ＩＮｅｄ（クロス・エディタ）
（2）プログラム開発支援
・Ｘ―ｗｉｎｄｏｕｓ　Ｓｙｓｔｅｍ（Ｘ11）
（3）日英論文清書システム
・ＴｅＸ（ＩＢＭ　ＶＭ／ＣＭＳ版 2.93）、Ｐｌａｉｎ　ＴｅＸ、ＬａＴｅＸ（Ｌａｍｐｏｒｔ　ＴｅＸ）、
ＡＭＳＴｅＸ（アメリカ数学会標準テフ）
・ＲＯＦＦ（Ｒｕｍ　ＯＦＦ：事務文書処理システム）
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［メインフレーム］
（1）エディタ
・ＸＥＤＩＴＯＲ（クロス・エディタ：全画面＆行テキスト・エディタ＝編集プログラム）
（2）プログラム開発支援
・ＩＳＰＦ／ＰＤＦ（Interactive System Productivity Facility/Program Development Facility）
（高生産性対話型システム開発機能）
（3）文書処理
・ＯＤＰＳ（Office Document Processing System：事務文書処理システム）
（4）英論文清書システム
・ＴｅＸ（ＩＢＭＶＭ／ＣＭＳ版 2.93）、Ｐｌａｉｎ　ＴｅＸ、ＬａＴｅＸ、ＡＭＳＴｅＸ
（5）情報検索
・ＪＡＩＲＳ（Japanese Advanced Information Retrieval System：日本語情報検索システム）
（6）データベース管理システム
・ＳＱＬ／ＤＳ（Structured Quary Language/Data System：構造化照会言語・データ・システム）
（7）大学間ネットワーク
・ＡＣＩＳ／ＧＡＴＥＷＡＹ（ACademic Information Systems Gateway：Ｎ―１プロトコル・ゲートウェイ）
（8）ＢＩＴＮＥＴ（国際学術ネットワーク：Because It's Time NETwork）
・ＲＳＣＳ（Remote Spooling Communication System：遠隔スプール通信システム）
［パーソナル・コンピュータ］
（1）エディタ
・ＰＥ（Personal Editor：パーソナル・エディタ）
（2）文書処理
・ＤＯＳ文書プログラム２／３（ＩＢＭ日本語ワード・プロセッサー）
・一太郎 3.0（日本語ワード・プロセッサー）
・ＤＣＰ／ＷＳ（ワークステーション文書編成プログラム）
・ＷＯＲＤＳＴＡＲ4.0（英文ワード・プロセッサー）
（3）統合ソフトウエア
・ＳＭＡＲＴ Ｓｅｒｉｅｓ（SMART-Assist, SMART-Word, SMART-Plan, SMART-Chart：
スマート統合プログラム）
・Ｍｕｌｔｉｐｌａｎ　Ｖｅｒ．Ｋ3.1（表計算システム）
・ｄＢＡＳＥⅢ Ｐｌｕｓ（データベース管理システム）
（13）データベース・サービス
（1）日経ＮＥＥＤＳ
ＮＥＥＤＳ／ＭＡＣＲＯ（15,184系列）ＮＥＥＤＳ／ＭＯＮＥＹ（14,073系列）
ＮＥＥＤＳ／ＥＮＥＲＧＹ（6,195系列）
（2）地震震源データベース
1960年以降（約20万件）
（3）トリチウム文献データベース
1985年以降（2,779件）
（4）附属図書館書誌・所蔵データベース
1985年以降（約150,000件）
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（5）経済関係データベース
有価証券報告書（1959年以降42,595件)、株価収益率（産業別2,152件、個別357,679件）
（6）電総研手書き文字パターン・データベース
手書き文字パターン（約200,000件）
（14）コンピューティング・サービス
［計算サーバー］
（1）ＡＩＸ／6000（Advanced Interactive Executive/6000 Ver 3.2）（2）ＮＱＳ（Network Queuing System）
［メインフレーム］
（1）ＶＭ／ＣＭＳ（ＶＭ／ＥＳＡＲ2.1）（2）ＶＳＥ／ＳＰ（Virtual Storage Extended/System Product）
［パーソナル・コンピュータ］
（1）日本語ＤＯＳ（ＶｅｒＫ3.4）（2）ＤＯＳ／Ｖ（ＶｅｒＪ5.0／Ｖ）（3）Ｗｉｎｄｏｗｓ3.0／3.1
（4）ＯＳ／２（ＶｅｒＪ2.0）（5）ＬＡＮＳｅｒｖｅｒ（Local Area Network Server：ネットワークＯＳ）
（15）ネットワーク・サービス一覧
（1）キャンパス情報ネットワーク（ｔｙａ―ｎｅｔ）幹線網ＦＤＤＩ（ＳＵＭＩＮＥＴ―3500Ｈ他）100Mbps
（2）構内トークン・リングＬＡＮ ＩＢＭＴｏｋｅｎＲｉｎｇＬＡＮ（トークン・リング）4Mbps
ＦＤＤＩ網接続トークン・リングＬＡＮ ＭａｄｇｅＴｏｋｅｎＲｉｎｇＬＡＮ－16Mbps／4Mbps
（3）構内イーサネットＬＡＮ（工学部、附属図書館、他）Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 10Mbps
ＦＤＤＩ網接続ＣＳＭＡ／ＣＤ型ＬＡＮＳＵＭＩＮＥＴ8400－ＥｔｈｅｒｎｅｔＨｕｂ－10Mbps
（4）大学間ネットワーク（Ｎ―１）符号品目9600bps（学術情報ネットワークへ接続）
（5）インターネット・バックボーン（ＳＩＮＥＴ）ＳｕｐｅｒＤｉｇｉｔａｌ1.5Mbps
（6）国際学術ネットワーク（ＢＩＴＮＥＴ）符号品目9600bps（金沢工業大学へ接続）
（7）附属学校（ｔｙａ―ｎｅｔ拡張）ＳｕｐｅｒＤｉｇｉｔａｌ64Kbps
（8）公衆通信回線0764―32―7820、0764―32―7821（ＮＴＴ）
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第４節　総合情報処理センター情報システム構成図
（1）総合情報処理センター建物平面図
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（2）計算機システム構成図
（ＩＢＭ　ＲＳ／6000ＳＰパラレル・コンピュータ）
（ＩＢＭ　ＥＳ／9000メインフレーム・システム）
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（3）情報システム構成概念図
（4）キャンパス情報ネットワーク・システム構成図
総合情報処理センター
（5）ソフトウエア構成一覧
（1）プログラミング言語
［高速パラレル・サーバー：ＨＰＰＣ、ＩＢＭＲＳ／6000ＳＰ］
（1）ＦＯＲＴＲＡＮ90（FORmula TRANslator 90）、（2）Ｃ（ＣＬａｎｇｕａｇｅ）、
（3）Ｃ＋＋（Ｃ＋＋Ｌａｎｇｕａｇｅ）
［計算サーバー：ＨＰＣ、ＩＢＭＲＳ／6000－580］
（1）Ｃ（ＣＬａｎｇｕａｇｅ）、（2）Ｃ＋＋（Ｃ＋＋Ｌａｎｇｕａｇｅ）、（3）ＦＯＲＴＲＡＮ90、（4）Ｐａｓｃａｌ
［グラフィック・サーバー：ＨＰＧＣ、ＳＧＩ　Ｉｎｄｉｇｏ2 Ｍａｘｉｍｕｍ　Ｉｍｐａｃｔ］
（1）Ｃ（ＣＬａｎｇｕａｇｅ）、（2）Ｃ＋＋（Ｃ＋＋Ｌａｎｇｕａｇｅ）、（3）ＦＯＲＴＲＡＮ77、（4）Ｐａｓｃａｌ
［メインフレーム・コンピュータ：ＭＦ、ＩＢＭ 9121－320］
（1）ＡＳＳＥＭＢＬＥＲ、（2）Ｃ（Ｃ370）、（3）ＣＯＢＯＬ（ＶＳ　ＣＯＢＯＬ）、
（4）ＦＯＲＴＲＡＮ77（ＶＳ　ＦＯＲＴＲＡＮ）、（5）ＬＩＳＰ、（6）Ｐａｓｃａｌ、（7）ＰＬ／Ｉ、
（8）Ｐｒｏｌｏｇ、（9）ＲＥＸＸ
［グラフィック・ワークステーション：ＧＷＳ、ＩＢＭＲＳ／6000－43Ｐ］
（1）Ｃ、（2）Ｃ＋＋、（3）ＦＯＲＴＲＡＮ90、（4）Ｐａｓｃａｌ
［パーソナル・コンピュータ：ＰＣ、ＩＢＭＰＣ－340］
（1）ＢＡＳＩＣ、ＩＢＭ　ＢＡＳＩＣ　Ｉｎｔｅｒｐｒｅｔｅｒ、ＩＢＭ　Ｑｕｉｃｋ　ＢＡＳＩＣ　Ｉｎｔｅｒｐｒｅｔｅｒ、
Ｖｉｓｕａｌ　ＢＡＳＩＣ　Ｖ4.0 Ｐｒｏｆｅｓｓｏｎａｌ、
（2）Ｃ（ＧＮＵＣ）、（3）ＦＯＲＴＲＡＮ（ＲＭ／ＦＯＲＴＲＡＮ、ＧＮＵＦｏｒｔｒａｎ）、
（4）Ｐａｓｃａｌ（ＲＵＮ／Ｐａｓｃａｌ）、（5）ＲＥＸＸ（ＶＸ／ＲＥＸＸ）、（6）Ｊａｖａ（ＪＤＫ 1.02）
［パーソナル・コンピュータ：ＰＣ、Ｍａｃｉｎｔｏｓｈ7600／100、Ｐｅｒｆｏｒｍｅｒ5420］
（1）Ｃ、（2）Ｃ＋＋、（3）Ｈｙｐｅｒ　Ｔａｌｋ
（2）ライブラリ・プログラム
［高速パラレル・サーバー：ＨＰＰＣ］
（1）ＩＢＭ　ＥＳＳＬ（Enhanced Science Subroutine Library）、
（2）ＮＵＭＰＡＣ（Nagoya University Mathematical PACkage）
［計算サーバー：ＨＰＣ］
（1）ＩＢＭ　ＥＳＳＬ（Enhanced Science Subroutine Library）
（2）ＮＵＭＰＡＣ（Nagoya University Mathematical PACkage）
（3）Ｇｒａｐｈｉｃ　Ｓｕｂｒｏｕｔｉｎｅ　Ｌｉｂｒａｒｙ（Ｏｐｎｅ　ＧＬ＆ＧＬ Ｖ3.2（ＡＩＸ））
［グラフィック・サーバー：ＨＰＧＣ］
（1）ＮＵＭＰＡＣ（Nagoya University Mathematical PACkage）
（2）Ｇｒａｐｈｉｃ　Ｓｕｂｒｏｕｔｉｎｅ　Ｌｉｂｒａｒｙ（ＧＬ（ＳＧＩ）、ＩＶＬ（ＳＧＩ））
［グラフィック・ワークステーション：ＧＷＳ］
（1）ＩＢＭ　ＥＳＳＬ（Enhanced Science Subroutine Library）、（2）ＮＵＭＰＡＣ、
（3）Ｏｐｎｅ　ＧＬ＆ＧＬ（ＡＩＸ）
［メインフレーム］
（1）科学技術計算サイブラリ
・ＩＢＭ　ＥＳＳＬ、ＮＵＭＰＡＣ（Nagoya University Mathematical PACkage）、
・ＩＭＳＬ（International Mathematical and Statistical Library）、ＭＡＴＨ／ＳＴＡＴ／ＳＦＵＮＬＩＢＲＡＲＹ
・ＬＩＮＰＡＣＫ（a PACKage for analyzing and solving simultaneous LINear equations（ＩＭＳＬ））
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・ＥＩＳＰＡＣＫ（a PACKage for Solving matrix EIgenvalue problems（ＩＭＳＬ））
・ＳＬ―ＭＡＴＨ（ＩＢＭ）、ＡＣＲＩＴＨ（high-ACcuracy aRITHmetic subroutine library（ＩＢＭ））、
・ＳＬＩＰ（Subroutine Library for Image Processing）
・ＳＰＩＤＥＲ（Subroutine Package for Image Data Enhancement and Reconition）
・ＳＡＬＳ（Statistical Analysis with Least-Squares fitting）
・Ｃ―ＳＳＬ―２（Center developped Science Subroutine Library 2）
（2）図形出力サブルーチン・ライブラリ
・ＧＰＦＧ（ＧＤＦ―Graphic Data Format）Plot File Generation package（ＩＢＭ））
・ＧＤＤＭ―ＰＧＦ（Graphic Data Display Manager - Presentation Graphics Facility（ＩＢＭ））
・ＧＡＭ／ＳＰ（Graphic Access Method/System Product（ＩＢＭ））
・ＣＡＬＣＯＭＰ　Ｐｌｏｔｔｅｒ　Ｓｕｂｒｏｕｔｉｎｅ　Ｐａｃｋａｇｅ（HCBS, FUNC 1/2, LETTER）
（3）アプリケーション・プログラム
［高速パラレル・サーバー：ＨＰＰＣ］
（1）Ｇａｕｓｓｉａｎ 94（Ｐａｒａｌｅｌｌ　Ｖｅｒｓｉｏｎ）非経験的分子軌道法プログラム
［計算サーバー：ＨＰＣ］
（1）図形・画像処理ＡＶＳ（Application Visualization System）、ＧＤＤＭ／ｇｒａＰＨＩＧＳ
（2）理工系応用ソフトウエア
・ＭＯＰＡＣ半経験的分子軌道法計算プログラムＶ．6.0
・Ａｍｂｅｒ高分子解析シミュレーション・プログラムＶｅｒ 4.0
・Ｇａｕｓｓｉａｎ 92非経験的分子軌道法プログラム（1992年版）
・ＭＡＲＣ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ　Ａｎａｌｙｓｉｓ　Ｖｅｒ．Ｋ4.0（構造解析プログラム）、
ＭＥＮＴＡＬ　Ｖｅｒ．Ｋ5.4
・Ｍａｔｈｅｍａｔｉｃａ　ＡＩＸ　Ｖｅｒｓｉｏｎ
［グラフィック・サーバー：ＨＰＧＣ］
（1）図形・画像処理ＡＶＳ、ＡＶＳ／Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　Ｖｉｅｗｅｒ（３次元分子構造表示プログラム）
（2）数式処理Ｍａｔｈｅｍａｔｉｃａ　ＩＲＩＸ　Ｖｅｒｓｉｏｎ
（3）理工系応用ソフトウエアＭＯＰＡＣ半経験的分子軌道法計算プログラムＶｅｒｓｉｏｎ6.0
［グラフィック・ワークステーション：ＧＷＳ］
（1）図形・画像処理ＰＥＸ＆ＰＨＩＧＳ３元グラフィック・システム
（2）数式処理Ｍａｔｈｅｍａｔｉｃａ　ＡＩＸ　Ｖｅｒｓｉｏｎ
（3）統計解析ＳＡＳＶ6.08統計解析パッケージＳＡＳ／ＢＡＳＥ、ＳＡＳ／ＧＲＡＰＨ、ＳＡＳ／ＩＮＳＩＧＨＴ
［メインフレーム］
（1）図形・画像処理ＩＣＵ、ＧＤＱＦ、ＧＤＤＭ／ｇｒａＰＨＩＧＳ
（2）シミュレーションＧＰＳＳ、ＤＳＬ
（3）印刷出力ＰＳＦ（Print Service Facility：高印刷機能支援プログラム）、
ＯＧＬ（Overlay Generation Language）
（4）数式処理ＲＥＤＵＣＥ　Ｖｅｒ 3.2
（5）統計解析Ｖ6.07ＳＡＳ／ＢＡＳＥ、ＳＡＳ／ＳＴＡＴＩＳＴＩＣＳ、ＳＡＳ／ＧＲＡＰＨ、ＳＡＳ／ＥＴＳ、
ＳＡＳ／ＯＲ、ＳＡＳ／ＩＭＬ、
（6）人文・社会系応用ソフトウエア
・ＧＬＡＰＳ（Generalized Linguistic Atlas Printing System）、ＴＳＰ（Time Series Processor（Ｖｅｒ4.1ｂ））、
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・ＳＨＡＺＡＭ（Econometrics Computer Program（Ｖｅｒ6.1）（計量経済コンピュータ・プログラム）
・ＸＣＡＭＰＵＳ（eXploratory Computer Aided Macro & micro-economic data Processing Univ. Sys.）
・ＳＣＡ（Scientific Computing Associates-Statistical System Ver 4.3）、
・Ｂ34Ｓ（イリノイ大学経済学科－計量経済モデルのテスト診断プログラム）
（7）理工系応用ソフトウエア
・ＦＥＰＡＣＦ（Finite Element method Package for ACoustic Field analysis）（音響問題有限要素解析）
ＡＣＯＵＳＦＥＰ（F.E.P. for ACOUStic problem（３次元閉空間音響解析プログラム））
ＲＡＤＦＥＰ（F.E.P. for RADiation problem（軸対象音響放射問題解析プログラム））
ＡＸＩＰＩＥＺＯ（F.E.P. for AXIssymetric Piezoelectric vibrator problem（軸対称圧電振動子解析プログラム））
・Ｇａｕｓｓｉａｎ86（非経験的分子軌道法プログラム（1986年版））
・ＭＡＲＣ（Structure Analysis  Ver. K4.0（構造解析プログラム））、ＭＥＮＴＡＴ
・ＭＯＰＡＣ（半経験的分子軌道法計算プログラムＶｅｒｓｉｏｎ6.0）
［パーソナル・コンピュータ］
（1）Ｍｉｃｒｏ　ＣＡＤＡＭ（Micro Computer Aided Design And Manufacturing）
（2）数式処理Ｍａｔｈｅｍａｔｉｃａ
（3）統合ソフトウエアＭＳ―Ｏｆｆｉｃｅ97／2000、
ＣＬＡＲＩＳ　Ｗｏｒｋｓ　ＰＣ（Ｗｉｎ95、Ｍａｃ）ＶｅｒｓｉｏｎＶ4.0
（4）研究・教育支援ソフトウエア
［高速パラレル・サーバー：ＨＰＰＣ］
（1）エディタｖｉ、Ｘｅｄｉｔｏｒ
［計算サーバー：ＨＰＣ］
（1）エディタｖｉ、ＩＮｅｄ、（2）プログラム開発支援Ｘ―ｗｉｎｄｏｗｓ　Ｓｙｓｔｅｍ（Ｘ11）
（3）日英論文清書システム日本語ＴｅＸ（ＩＢＭ　ＶＭ／ＣＭＳ版 2.93）、
Ｐｌａｉｎ　ＴｅＸ、ＬａＴａＸ、ＡＭＳＴｅＸ
［グラフィック・サーバー］
・ｖｉ、Ｉｎ　Ｐｅｒｓｏｎ
［グラフィック・ワークステーション］
（1）エディタ　ｖｉ、Ｘｅｄｉｔｏｒ
（2）ＰＣプログラム支援日本語Ｗａｂｉ（Windows Application Binary Interface）
［メインフレーム］
（1）エディタＸＥＤＩＴＯ、（2）プログラム開発支援ＩＳＰＦ／ＰＤＦ
（3）英論文清書システムＴｅＸ（ＩＢＭ　ＶＭ／ＣＭＳ版 2.93）、Ｐｌａｉｎ　ＴｅＸ、ＬａＴｅＸ、ＡＭＳＴｅＸ
（4）データベース管理システムＳＱＬ／ＤＳ（Structured Quary Language/Data System）
（5）ＢＩＴＮＥＴ（国際学術ネットワーク：Because It's Time NETwork）ＲＳＣＳＶ３
［パーソナル・コンピュータ］
（1）エディタシステム・エディタ（ＯＳ／２ＷａｒｐＶ３／４）、
拡張エディタ（ＯＳ／２ＷａｒｐＶ３／４）、秀丸
（2）文書処理　太郎９、Ｌｏｔｕｓ　Ｗｏｒｄｐｒｏ、ＭＳ－ＷＯＲＤ
（3）日英論文清書システム日本語ＴｅＸ（ＶＺ　ＴｅＸ）
（4）統合ソフトウエアＣＬＡＲＩＳ　Ｗｏｒｋｓ　ＰＣ（Ｗｉｎ95、Ｍａｃ）Ｖｅｒｓｉｏｎ4.0、
Ｌｏｔｕｓ　Ｏｆｆｉｃｅ、ＭＳ－Ｏｆｆｉｃｅ 97／2000
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（6）データベース・サービス
（1）日経ＮＥＥＤＳ（1）ＮＥＥＤＳ／ＭＡＣＲＯ21,780系列、（2）ＮＥＥＤＳ／ＭＯＮＥＹ16,135系列、
（3）ＮＥＥＤＳ／ＥＮＥＲＧＹ6,297系列、（4）ＮＥＥＤＳ／ＣＨＩＮＡ11,525系列
（2）地震震源データベース 1960年以降　約20万件
（3）トリチウム文献データベース 1985年以降　2,779件
（4）附属図書館書誌・所蔵データベース 1985年以降（ＯＰＡＣ書誌）約300,000件
（5）経済関係データベース有価証券報告書（1959年以降）42,595件,
株価収益率（産業別）2,152件、株価収益率（個別）357,679件
（6）電総研手書き文字パターン・データベース　手書き文字パターン　約200,000件
（7）朝鮮古書文献データベース　1994年以降　約1,800件
（8）東寺古文書・花押データベース　1995年以降　約35,000件
（9）学内統合業務情報（教務情報）データベース　1998年以降　約7,300件
（7）コンピューテング・サービス
［高速パラレル・サーバー：ＨＰＰＣ］
（1）ＡＩＸ／6000（Advanced Interactive Executive/6000 V4）ＩＢＭ　ＵＮＩＸ
（2）ＰＳＳＰ（Paralell System Support Program V2）並列システム管理
（3）ＬｏａｄＬｅｖｅｌｅｒＶ 1.1ＵＮＩＸバッチ処理
［計算サーバー］
（1）ＡＩＸ／6000（Advanced Interactive Executive/6000 Ver 3.2）ＩＢＭ　ＵＮＩＸ
（2）ＮＱＳ（Network Queuing System）ＵＮＩＸバッチ処理
［グラフィック・サーバー：ＨＰＧＣ、ＳＧＩ　Ｉｎｄｉｇｏ2 Ｍａｘｉｍｕｍ　Ｉｍｐａｃｔ］
（1）ＩＲＩＸ　Ｖｅｒ．7 ＳＧＩ　ＵＮＩＸ
［メインフレーム］
（1）ＶＭ／ＣＭＳ（ＶＭ／ＥＳＡ　Ｒ2.2）バッチ処理・対話処理
［グラフィック・ワークステーション：ＧＷＳ］
（1）ＡＩＸ／6000（Advanced Interactive Executive/6000 V4）ＩＢＭ　ＵＮＩＸ
［パーソナル・コンピュータ］
（1）ＤＯＳＪ7.0／Ｖ、（2）ＰＣ－ＤＯＳ 7.0、（3）Ｗｉｎｄｏｗｓ3.1、（4）ＯＳ／２ＷａｒｐＶ４、
（5）Ｗｉｎｄｏｗｓ95、（6）ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ4.0Ｓｅｒｖｅｒ、
（7）Ｓｙｓｔｅｍ 7.1／7.5（漢字Ｔａｌｋ 7.1／7.5ｘ）、（8）ＭａｃＯＳ 8.1
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（8）写　真
総合情報処理センター（４階建部分がマルチメディアビル、旧館屋上にＳＣＳアンテナ）
パラレル・コンピュータ 祝辞を述べる初代センター長 田中専一郎氏
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学術研究用に設置されたコンピュータでは、当初
紙テープによるＡＬＧＯＬ言語でのプログラミング
と計算が行わた。その後ＦＯＲＴＲＡＮ 3000Ｅコン
パイラが導入されて以降、ＦＯＲＴＲＡＮ 77による
計算がしばらく続いた。ＴＳＳ時代には様々な言語
やアプリケーション・システム上で研究が行われ
た。大型計算機センターにベクトル型のコンピュー
タが導入されるようになって、本学でもベクトル型
コンピュータが調達されるようになった。
その後、パラレル・コンピュータが導入されて、
高速科学計算はパラレル・コンピュータＨＰＰＣ
（High Performance Parallel Computer）が主役にな
り、ＨＰＣ（High Performance Computer）、Ｓｕｐｅｒ
Ｓｃａｌａｒ時代へと移った。プログラミングは
Ｆｏｒｔｒａｎ 90とＣ言語が中心となった。また、
Ｇａｕｓｓｉａｎ94などのパラレル対応版のアプリケー
ションが入るに至り、数多くのジョブで並列計算が
有効に利用されるようになった。
教育利用は、本格的に始まったのが「プログラミ
ング＆演習」科目であり、ＦＯＲＴＲＡＮ用マークカー
ドを学内私送便にて工学部から五福まで運び、バッチ
処理して計算結果を返却していた。その後マークカー
ドの記入ミスが多いので、ＯｎｅＭａｒｋ式のＦＡＳＴ
マークカード変換システムが作られ使用された。そ
の後はＴＳＳシステムを使用した対話型データ処理
方式が中心となり、ＰＣシステムによる個別データ
処理、ネットワーク処理方式へと変遷していった。
第２節　教育利用のための
情報処理サービスの変遷
第１節　研究利用のための
情報処理サービスの変遷
教育内容はＦＯＲＴＲＡＮプログラミングおよびア
プリケーション・プログラムが中心で、ＰＣによる
教育が始まって初めて、ワード・プロセッサ、スプ
レッド・シート、電子メール・電子ニュース・ＷＷＷ
などのインターネット・ツールやホームページ作成
の授業が可能となり、今日に至っている。
業務用情報システムの開発サポートでは、入学試
験データ処理プログラムを、昭和55（1980）年ころ
から現在まで、開発、運用をサポートしてきた。
また、教養部の学務データ処理を大型コンピュー
タを使用して、その後は全学教務情報システムをオ
フィス・システム上で稼働させ、データ処理してき
た。
近年では教務情報システム、健康診断システム、
センター統合利用者管理システムを、大学統合業務
情報システムのサブ・システムとして位置づけ、開
発、運用サポートをしてきている。
（1）キャンパス情報ネットワーク（tya-net）
昭和59年度に情報処理センターが設置され、情報
処理専用の構内通信回線として、光ファイバーを敷
設し、時分割多重モデム方式のネットワークを整備
第５節　インターネットおよび
キャンパス情報ネットワークの運用
第４節　大学統合業務情報
システム導入と運用
第３節　業務利用のための
情報処理サービスの変遷
第４章　業務サービスおよびその他の活動
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した。光ファイバー網は、工学部の五福キャンパス
移転が完了した昭和60（1985）年に工学部まで拡張
され、最初のキャンパス情報ネットワークである光
データ・ハイウェイが完成し、利用に供された。
最初のＬＡＮ（Local Area Network）が敷設された
のは昭和63年度であり、タイプⅠ型のシールデッ
ド・ツイステッド・ペア・ケーブルによるトーク
ン・リングＬＡＮであり、108カ所の研究室、実験
室に情報コンセントが設置された。Ｐｅｅｒ ｔｏ
Ｐｅｅｒ（対等で）、ＡｎｙｔｏＡｎｙ（何処からでも、
何処へでも）というＬＡＮが完成した。汎用大型コ
ンピュータも単に１ノードに過ぎなくなった。デー
タ転送速度は４Mbpsであったが、この敷設時から
11年間、停電時と物理的な切断時以外は未だ故障を
知らない極めて優れもののＬＡＮとなった。拡張工
事の時もネットワークが中断しなかった無故障の
ＬＡＮであった。
平成５年度の補正予算で、ＦＤＤＩ（F i b e r
Distributed Data Iterface）方式ＬＡＮを基幹ＬＡＮと
する、キャンパス規模の光ファイバー網２系統と、
トークン・リング型ＬＡＮ18セグメントおよびＣＳＭＡ／
ＣＤ型ＬＡＮ38セグメントの支線網ＬＡＮを敷設し、
情報コンセントを1,136カ所に設置した。このＬＡＮ
には約900台のＰＣやＷＳが接続された。
平成７年度には、より高速なＬＡＮとして、補正
予算によりＡＴＭ（Asynchronous Transfer Mode）方
式のＬＡＮが敷設され、ネットワーク・サーバーが
整備された。平成８（1996）年４月から、大部分の
教官とすべての職員、学生がメール・アドレスを持
ち、インターネットの利用を開始した。
（2）大学間ネットワーク（N―1net）
昭和 6 0年１月にはＮ ―１プロトコルにより、
9,600bpsの速度で大学間ネットワークに接続した。
全国７つの共同利用大型計算機センターと筑波大学
学術情報処理センターが利用できるようになった。
研究室のＰＣ上から高速科学技術計算のためのスー
パー・コンピュータと学術論文データベースの情報
検索を利用できるようになった。
（3）国際学術ネットワーク（ＢＩＴＮＥＴ）
平成元（1989）年４月には、金沢工業大学－東京
理科大神楽坂経由で、ＢＩＴＮＥＴ（Because It 's
Time NETwork）に接続し、全世界と最大3,500カ所
の大学・研究所とのメール、メッセージ交換、ファ
イル転送が可能となった。
（4）学術情報ネットワーク
附属図書館情報システムが情報処理センターの大
型計算機上で稼働し、昭和61（1986）年３月には、
パケット交換回線により東京大学文献情報センター
（後の学術情報センターＮＡＣＳＩＳ）に12番目の接
続を果たし、学術情報網を享受できる環境が整備さ
れた。
平成３（1991）年８月には学術情報ネットワーク
の北陸ノードが金沢大学角間キャンパスに設置され
たので、9,600bps符号品目の専用回線により、学術
情報ネットワークへの接続を完了した。
（5）インターネット・バックボーン（ＳＩＮＥＴ）
平成５（1993）年４月には、インターネット・バ
ックボーン（ＳＩＮＥＴ）回線が整備されたので、
64Kbpsのスーパー・ディジタル回線で金沢大学ノー
ドに接続し、インターネット接続を完了した。
その後、ＳＩＮＥＴ回線は平成６（1994）年３月に
1.5Mbpsにスピード・アップされ、平成11（1999）年４
月には４MbpsのＡＴＭメガ・リンク・サービスへ、
平成12（2000）年６月には５Mbpsと高速化された。
平成11年５月、現状でのＳＩＮＥＴ接続はパンク
状態であり、学術研究、教育および図書館業務の遂
行に多大な支障を来してきている。
本センターが現在までに開発したアプリケーショ
ン・プログラムは次の通りである。
１）ＸＹプロッター・シザリング・ルーチン（Ｃ―
ＸＹＰ）
２）音響問題有限要素解析プログラム・パッケージ
（ＦＥＰＡＣＦ）
・３Ｄ閉空間音響解析プログラム
（ＡＣＯＵＳＦＥＰ）
第６節　アプリケーション・
プログラムの開発
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・軸対称音響放射問題解析プログラム
（ＲＡＤＦＥＰ）
・軸対称圧電振動子解析プログラム
（ＡＸＩＰＩＥＺＯ）
３）振動スペクトル文献検索システム（ＣＩＲＴ）
４）二変数関数立体表現サブルーチン（ＴＲＩＰＬＴ）
５）統計解析用サポート・プログラム（ＡＰＬＩＢ）
・クロス表柱状グラフ出力（ＣＲＯＳＳＢＡＲ）
・クロス表柱状マップ・グラフ出力
（ＣＲＯＳＳＭＡＰ）
・日本地図上柱状グラフ出力（ＮＩＨＯＮ）
・富山県地図上柱状グラフ出力（ＴＯＹＡＭＡ）
６）ＦＡＳＴマークカード変換システム
（ＴＵＭＣＲＣＶ）
７）２列印刷プログラム（ＬＩＳＴＵＰ）
８）カード・イメージ出力プログラム
（ＰＲＴ．ＣＡＲＤ）
９）センター科学技術計算ライブラリ（Ｃ―ＳＳＬ）
学術研究用のデータベースの蓄積についての取り
組みは古く、最初にデータベース・システムを開発
第７節　データベースの構築と蓄積
したのは昭和55（1980）年で、振動スペクトルに関
する２次文献の検索システムＣＩＲＴ（Chemical
Information Retrieval of Toyama University）であっ
た。
このシステムは紙カード時代のコンピュータの上
で、化学記号を使った論文情報検索システムで、５
つの項目について、今日のようなキーワードによる
条件検索を、システム・コンソールを使用した会話
方式で利用可能とした。
その後、トリチウム研究センターと共同で、トリ
チウム文献データベース2,779件を構築し、ＴＳＳシ
ステムで提供した。
センターが今日までサポートしているデータベー
スは次の通りである。
１）日経ＮＥＥＤＳ（総合経済21 ,780系列、金融
16,135系列、エネルギー6,279系列、中国11,525
系列）
２）電総研手書き文字パターン　約200,000件
３）有価証券報告書ＤＢ 42,595件
４）附属図書館蔵書ＷＥＢ 約300,000冊
５）株価収益率（産業別2,152件、個別357,679件）
６）日本現存朝鮮古書データベース　約1,800件
７）東寺古文書・花押データベース　約35,000件
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総合情報処理センター
総合情報処理センターでは現在、次の研究開発、
研究支援活動を行っている。
（1）データベースの構築支援
１）日本現存朝鮮古書データベース
（ＤＯＫＢ：Database of Old Korean Book）
人文学部教授藤本幸夫氏が25年以上に渡って収集
している、日本現存朝鮮古書の書誌情報データベー
スで、28項目、約15,000件以上のデータのうち、す
でに2,700件を入力済みである。
２）東寺古文書データベース
人文学部教授富田正弘氏が中心になって構築して
いる東寺旧蔵文書データベースで、20項目、データ
件数40,000件の大規模データベースで、花押自署影
印画像データも約15,000件収蔵している。
３）附属図書館所有の富山大学固有所蔵古文書デー
タベース
ヘルン文庫、川合文書、菊池文書、鷹栖文庫など
の画像および書誌情報など、専用のＷＥＢサーバー
でデータベースの一部を公開している。
（2）可視化情報システム開発支援
１）宇宙プラズマの非線形現象シミュレーション
工学部電気電子システム工学科教授坂井純一氏の
大規模シミュレーションと可視化システム利用支
援。
２）有限要素法による流体解析、シュミレーション
教育学部情報教育教授大森克史氏の流体問題の有
限要素解析と可視化システムＡＶＳの利用支援
３）非経験的分子軌道法シミュレーション
工学部物質生命システム工学科教授吉村敏章氏の
研究で使用するＧａｕｓｓｉａｎ94パラレル計算システ
ム、可視化システムＡＶＳ、ＣｈｅｍｉｓｔｒｙＶｉｅｗｅｒ
化学分子モデル表示システムの利用支援。
第１節　研究支援活動 （3）コンピューティング支援
パラレル・コンピュータの設置に伴い、Ｆｏｒｔｒａｎ
のＭＰＩ（Message Passing Interface）並列化講習会、
資料の提供、システムの意運用管理サービスを支援
してきている。
総合情報処理センターでは、平成５（1993）年に
教養教育基礎共通科目として「情報処理」科目の開
設を提言し、開設後はその支援を次の通り実施して
きた。
（1）「情報処理」科目用ＰＣシステムの整備、保守、
テキストの作成、授業担当教官・ＴＡへの講
習。
（2）ＳＣＳ（Space Collaboration System）の運用、授
業支援、マニュアルの作成。
（3）専門教育で使用するアプリケーション・ソフト
ウエアの導入、整備・保守。
センターでは、大学運営上必要な業務情報システ
ムについては、次の通り支援してきている。
（1）入学試験データ処理システムの設計、開発・改
訂、運用、担当者教育研修。
（2）教務情報システムの設計、開発、運用支援。
（3）富山大学公式ホームページの設計、コンテンツ
作成、情報の更新、他の部局の作成支援。
第３節　業務活動支援
第２節　教育活動支援
第５章　研究・教育・業務支援活動
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第Ⅱ部　部局編
センターでは地域情報ネットワークへ、次の通り
積極的に参画して、協力支援活動を実施している。
（1）北陸地域情報ネットワーク協議会（ＦＩＴｎｅｔ）
平成６（1994）年５月に設立されたＦＩＴｎｅｔ
協議会の理事、ノード運用担当兼運営委員として、
設立当初から参画、同協議会会長（平８～９）、事
務局（平８～９）を歴任し、以後も理事と運営委員
を務めている。
（2）富山インターネット協議会（ＴＲＩＴＯＮ）
平成８（1996）年５月に設立されたＴＯＲＩＴＯＮ
は富山県内のインターネットの普及を目指して設置
され、本学から会長（米田工学部教授）および運営
委員として山西教育学部教授と高井総合情センター
助教授が参画し、活動を支援してきた。
（3）地域ＩＸ研究会
Internet eXchange（ＩＸ）の地域版を設置し、県内
の情報交換をより快適にするための実験を行う研究
会が発足し、ノード担当機関として参画し、地域
ＩＸの各種実験を実施してきている。
（4）リカレント教育
社会人を対象としたリカレント教育を担当し、こ
れまでに、経営科学を２回、Ｗｅｂコンテンツ技術
を３回実施してきた。
（5）夢大学ｉｎＴＯＹＡＭＡ
県内の中学生、高校生を対称としたインターネッ
トに関する体験学習とプログラムに親しむ企画を実
施してきた。
第４節　地域社会への活動
総合情報処理センターが目指すこれからのサービ
スと諸活動の指針は次の通りである。
〔これからのサービス〕
（1）電子図書館データベース・サービス構築支援
（2）情報メディア教育支援
（3）Ｗｅｂベース型大学業務情報システム設計、開
発、運用支援
（4）Ｗｅｂコンテンツの維持管理、作成支援
（5）ネットワーク・セキュリティの管理とコネクシ
ョン支援
（6）キャンパスの情報化支援
（7）ネットワーク利用者認証局（ＣＡ：Certification
Authority）の運用
（8）職員、学生への情報システム利用研修
（9）高速パラレル計算プログラミング支援
など。
〔諸活動の指針〕
富山大学総合情報処理センターは、研究・教育・
事務の諸活動の指針として、
（1）大学における情報化推進
（2）キャンパス情報アメニティの実現
（3）大学の国際化への対応
を挙げ、一層のサービスと研究開発を推進していく
つもりである。教職員、学生、同窓生および市民の
皆さんの応援をお願い申し上げる次第である。
〔参考文献〕
〔1〕計算機センター年報 第９号、1985
〔2〕全学共通の情報処理教育への提案書―全学部の新入生
を対象とする情報処理教育科目の必要性とそれを実現す
るための総合情報処理センター設置について―、1991
〔3〕全学情報処理教育方法等の調査研究プロジェクト報告書、
1989
第５節　これからのサービスと
諸活動の指針
